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平成28年度 施政方針 ２～９㌻

平成28年度 予算の概要 11～13㌻

栄えある農林水産大臣表彰 16㌻

●主な内容

　小屋瀬保育園（觸澤麗子園長、園児13人）の第44回卒園式は　小屋瀬保育園（觸澤麗子園長、園児13人）の第44回卒園式は
３月20日、同園ホールで行われ、卒園する５人の子どもたちが、３月20日、同園ホールで行われ、卒園する５人の子どもたちが、
かわいらしい「はかま姿」で式に登場。凛とした姿で、卒園証書かわいらしい「はかま姿」で式に登場。凛とした姿で、卒園証書
を受け取り、これまで育ててくれた家族に「ありがとう」と感謝を受け取り、これまで育ててくれた家族に「ありがとう」と感謝
の気持ちを伝えました。の気持ちを伝えました。

小屋瀬保育園卒園式小屋瀬保育園卒園式

はかま姿で 凜
り

々
り

しく、華々しく
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施政方針

　平成28年度の町政の方向を決める町議会３月定例会議は３
月４日から15日まで行われました。定例会議初日の４日、鈴
木重男町長はまちづくりの重要施策について、力強く施政方
針を述べました。その内容を紹介します。

　

平
成
27
年
度
は
、
町
村
合
併
か
ら
60

年
の
節
目
の
年
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
と

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
で
、
未
来
へ

向
け
一
歩
前
進
す
る
こ
と
の
で
き
た
一

年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
平
成
27
年
10
月
に
行
わ
れ

た
国
勢
調
査
の
速
報
に
よ
る
と
、
当
町

の
人
口
は
６
３
４
０
人
で
前
回
調
査

の
平
成
22
年
と
比
較
し
、
９
６
４
人
、

13
・
２
％
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
、
人

口
減
少
率
は
県
平
均
を
10
ポ
イ
ン
ト
近

く
上
回
り
、
県
内
で
４
番
目
に
高
い
人

口
減
少
率
で
あ
り
ま
し
た
。

　

町
は
、
昭
和
36
年
以
降
、
常
に
人
口

減
少
を
解
決
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に

努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

今
後
、
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、「
葛
巻
ら
し
い
」「
葛

巻
だ
か
ら
で
き
る
」
取
り
組
み
で
果
敢

に
人
口
減
少
問
題
に
挑
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組

み
、
あ
る
い
は
町
民
が
町
づ
く
り
に
熱

意
と
意
欲
を
持
っ
て
積
極
的
に
参
画
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
人
が
こ
の
町
を
訪

れ
る
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
こ
の
町

を
好
き
に
な
り
、
一
人
で
も
多
く
の
人

が
こ
の
町
に
住
み
続
け
ら
れ
る
、
そ
う

い
う
町
に
葛
巻
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

ち
「
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、「
新
た
な
発
想
」「
資

源
の
探
求
」「
自
立
へ
の
挑
戦
」「
協
働

か
ら
協
創
へ
」
の
４
つ
の
姿
勢
を
大
事

に
し
、「
ひ
と
」
や
「
地
域
」「
資
源
」

を
効
果
的
に
結
び
つ
け
、
厳
し
い
地
域

条
件
の
中
に
あ
り
な
が
ら
も
、
着
実
に

一
歩
ず
つ
前
進
さ
せ
な
が
ら
、
持
続
可

能
な
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
す
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
が
協
力
し
支
え
合
い
、
地
域
が

連
携
し
、
こ
れ
か
ら
先
の
未
来
に
思
い

を
抱
き
、
希
望
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、「
未
来
を
協
創
す
る

高
原
文
化
の
ま
ち
」
を
目
指
す
べ
き
将

来
像
と
し
、
他
に
誇
り
う
る
町
に
育
て

発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、
３
つ
の
基
本

目
標
を
柱
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「葛巻らしい」「葛巻だからできる」取り組みで

人口減少問題に果敢に挑戦

まちづくりの３つの 基本目標

の
で
、
本
計
画
の
施
策
体
系
に
沿
い
、

方
針
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
た
な
町
総
合
計
画
で
は
、
こ
れ
ま

で
先
人
が
築
き
上
げ
て
き
た
、
全
て
の

財
産
と
先
人
の
た
く
ま
し
い
意
志
を
受

け
継
ぎ
、
町
民
一
人
一
人
が
ま
ち
づ
く

り
の
主
役
と
し
て
自
助
・
共
助
・
公
助
の

精
神
で
「
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
」

を
創
造
し
、「
夢
」
と
「
誇
り
」
を
持

　

私
は
、
昨
年
８
月
、
多
く
の
町
民
の

皆
さ
ま
か
ら
ご
信
任
を
賜
り
、
３
期
目

の
町
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま

ち
づ
く
り
の
最
重
要
課
題
を
「
人
口
減

少
問
題
」
と
位
置
づ
け
、
新
た
な
町
総

合
計
画
と
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
町

総
合
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す

　町が持つ自然、空間、ゆとりを大切にしながら、町
民が心安らぐ快適な生活を送ることができるよう、住
環境を整えていくとともに、安全・安心を実感できる
生活基盤の充実を図り、町民一人ひとりが主役となり
住み続けたいと思えるまちづくりに努めます。

３ 誰もが住みたくなる

まち TOWN

１ 地域資源を活かす 

しごと WORK

　町が持つさまざまな魅力や資源を最大限に活かし、
酪農や林業の基幹産業をはじめとし、ＩＴ産業や再生
可能エネルギーなど新たに取り組んできた分野を含め
た地域産業の高付加価値化とブランド化をより一層推
進します。
　また、山村の持つ力・魅力をより輝かせ、新規就農
や起業家支援、６次産業化などにより若者の雇用創出
を図るとともに、交流人口の拡大により、移住・定住
を促進し、活力とにぎわいのあるまちを目指します。

２ いきいきと輝き続ける

ひと HUMAN

　次代を担う子どもたちが、さまざまな経験を通して
将来への夢を思い描ける機会の創出に努めるとともに
町の魅力や地域の良さを再認識し、次の世代へ継承し
ていくための新しい時代に即した教育の充実に努めま
す。
　また、少子高齢化が進む中で、子どもから高齢者ま
で全ての町民が豊かなこころを持ち、共に支え合う思
いやりのある地域社会の確立を進めます。

　                平成28年度 施政方針
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事
業
・
江
刈
地
区
」「
一
般
農
道
整

備
事
業
・
江
刈
中
部
３
期
」

▼
安
全
で
安
心
な
生
産
基
盤
と
す

る
た
め
の
「
粗
飼
料
生
産
基
盤
除

染
対
策
事
業
」

▼
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
集
積
を

促
進
す
る
「
遊
休
農
地
解
消
対
策

事
業
」

▼
森
林
資
源
の
活
用
を
図
る
「
森

林
保
全
特
別
対
策
事
業
」

　

移
住
・
定
住
人
口
の
拡
大
を
図

る
た
め
に
は
、
都
市
と
農
村
と
の

地
域
間
交
流
や
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
、
ス
ポ
ー
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
な
ど
の
多
様
な
分
野
に
お
け
る

交
流
の
推
進
の
ほ
か
、
若
年
層
の

旅
行
需
要
喚
起
や
葛
巻
フ
ァ
ン
の

獲
得
な
ど
が
重
要
で
あ
り
、観
光
・

交
流
・
連
携
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
品
質
の
向
上
に
よ

る
個
店
へ
の
誘
客
を
図
る
魅
力
づ

く
り
や
後
継
者
の
育
成
、
技
術
の

継
承
、
創
業
支
援
な
ど
商
工
業
の

振
興
を
図
り
、
地
元
購
買
率
の
向

上
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
進
め

ま
す
。

【
主
な
新
規
事
業
】

▼
役
場
庁
舎
を
核
と
し
た
地
域
拠

点
施
設
整
備
に
向
け
た
「
中
心
市

街
地
再
整
備
調
査
事
業
」

▼
住
民
、
民
間
、
行
政
が
一
体
と

な
り
戦
略
策
定
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
観
光
・
地
域
づ
く
り
組

織
の
形
成
に
向
け
た
「
く
ず
ま
き

型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
形
成
促
進
事
業
」

▼
町
の
観
光
・
交
流
拠
点
の
充
実

の
た
め
の
「
グ
リ
ー
ン
テ
ー
ジ
改

修
事
業
」

▼
経
営
改
善
の
専
門
家
に
よ
る
商

店
街
全
体
の
魅
力
を
高
め
る
取
り

組
み
の
た
め
の
「
成
功
店
モ
デ
ル

創
出
・
波
及
事
業
」

【
主
な
継
続
・
拡
充
事
業
】

▼
移
住
・
定
住
の
促
進
や
町
内
の

新
婚
世
帯
を
応
援
す
る
た
め
の

「
定
住
促
進
奨
励
金
」

▼
首
都
圏
な
ど
で
の
情
報
発
信
・

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
た
め
の
「
観
光

物
産
情
報
発
信
事
業
」

▼
急
増
す
る
外
国
人
観
光
客
の
誘

客
促
進
に
向
け
た
「
台
湾
観
光
客

等
市
場
開
拓
事
業
」

▼
商
店
な
ど
の
経
営
継
続
を
図
る

た
め
の
「
商
店
等
設
備
導
入
支
援

事
業
」

交
流
・
連
携
の
強
化
に
よ
る
地
域
産
業
の
育
成

施策

２

定
住
促
進
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
る
移

住
者
ら
。
さ
ら
な
る
移
住
・
定
住
人
口

の
拡
大
に
努
め
ま
す

　

ま
ち
の
目
指
す
べ
き
将
来
像
に

掲
げ
る
「
協
創
」
は
、
人
々
が
連

携
し
、
町
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
資

源
を
結
び
つ
け
、
新
し
い
も
の
を

創
り
上
げ
る
意
味
の
ほ
か
、
一
体

と
な
っ
て
素
晴
ら
し
い
音
色
を
奏

で
る
「
協
奏
」、
良
い
意
味
で
の

競
い
合
い
で
発
展
す
る
「
競
争
」、

力
強
い
ま
ち
を
つ
く
る
「
強
壮
」

の
意
味
も
あ
り
ま
す
。

　
「
ひ
と
」
と
「
地
域
」
が
連
携
・

協
力
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
き
ょ
う

そ
う
」
の
も
と
で
、
未
来
へ
向
け

た
「
ま
ち
づ
く
り
」
へ
総
力
を
挙

げ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
も
、
国
の
地
方
創
生
の
取

り
組
み
に
よ
り
、
今
後
、
本
格
的

に
地
域
経
済
の
活
性
化
や
人
口
減

少
問
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
が
進
み
、
地
域
間
に
お
け
る
競

争
が
よ
り
激
化
し
て
い
く
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
中
で
、
長
期
的
ビ

ジ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
と
持
ち
な
が

ら
も
短
期
的
に
具
体
的
な
成
果
を

挙
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

「
選
択
と
集
中
」
に
よ
る
事
業
展

開
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
の
４
年
間
の

前
期
計
画
で
は
「
ひ
と
・
ま
ち
・
し

ご
と
を
紡
ぎ　

一
歩
先
行
く
山
村

く
ず
ま
き
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
掲
げ
、
特
に
も
将
来
的
な
人

口
減
少
、
少
子
高
齢
化
な
ど
を
踏

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
に
お

い
て
、
効
率
的
か
つ
合
理
的
で
収

益
性
の
高
い
安
定
し
た
経
営
体
の

育
成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
意

欲
あ
る
若
手
後
継
者
や
新
規
就
農

者
、
林
業
労
働
者
の
確
保
・
育
成

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、「
新
葛
巻
型
酪
農
構
想
」

を
推
進
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に

対
応
し
た
新
農
山
村
モ
デ
ル
と
な

る
取
り
組
み
や
、
農
地
の
集
積
と

集
約
化
、
遊
休
農
地
の
解
消
と
生

産
コ
ス
ト
の
低
減
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

林
業
で
は
、
公
益
的
機
能
が
発

揮
で
き
る
森
林
整
備
を
推
進
し
、

地
場
産
材
の
利
活
用
、
緑
と
の
ふ

れ
あ
い
の
促
進
な
ど
に
よ
り
森
林

資
源
を
日
常
生
活
に
活
か
す
工
夫

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
農
林
産
物
の
１
次
産
品

の
供
給
だ
け
に
終
わ
る
こ
と
な
く
、

６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
や
農
商

工
連
携
の
取
り
組
み
な
ど
に
よ
り

高
付
加
価
値
化
を
図
り
、
高
品
質

な
「
く
ず
ま
き
ブ
ラ
ン
ド
」
の
定

着
が
図
ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

【
主
な
新
規
事
業
】

▼
効
率
的
か
つ
迅
速
な
乳
牛
改
良

を
推
進
す
る
た
め
の
「
輸
入
受
精

卵
移
植
推
進
事
業
」

▼
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
畜
産
振
興

体
制
の
確
立
に
向
け
た
「
新
葛
巻

型
畜
産
体
制
推
進
事
業
畜
産
ク
ラ

ス
タ
ー
運
営
費
」

▼
新
葛
巻
型
酪
農
構
想
で
設
置
を

検
討
し
て
い
る
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ

ン
ト
の
農
業
分
野
で
活
用
を
検
討

す
る
「
バ
イ
オ
マ
ス
廃
熱
利
用
園

芸
施
設
検
討
事
業
」

【
主
な
継
続
・
拡
充
事
業
】

▼
農
業
経
営
環
境
の
充
実
を
図
る

た
め
の
「
中
山
間
地
域
総
合
整
備

基
幹
産
業
の
新
た
な
展
開
に
よ
る
高
収
益
産
業
の
実
現

施策

１

ま
え
、
20
代
・
30
代
の
若
者
を
町

に
定
着
さ
せ
る
た
め
「
教
育
・
子

育
て
環
境
の
充
実
」「
若
者
世
代

の
確
保
対
策
」「
６
次
産
業
化
と

起
業
家
支
援
」
に
重
点
を
置
い
た

取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

続
き
ま
し
て
、
町
総
合
計
画
に

掲
げ
る
３
つ
の
基
本
目
標
の
達
成

に
向
け
、
施
策
体
系
ご
と
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
施
策

毎
年
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
す

る
町
の
植
樹
祭
。
林
業
の
担
い
手
の
確

保
・
育
成
と
、
森
林
資
源
の
有
効
活
用

に
努
め
ま
す

町
の
観
光
・
交
流
拠
点
の
充
実
の
た
め

グ
リ
ー
ン
テ
ー
ジ
の
改
修
工
事
を
行
い

ま
す

町
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
で
出
品
牛

を
リ
ー
ド
す
る
未
来
の
酪
農
家
た
ち
。

「
新
葛
巻
型
酪
農
構
想
」
の
推
進
な
ど

高
収
益
産
業
の
実
現
に
努
め
ま
す

地
域
産
業
を
活
か
し
た
起
業
支
援
と
雇
用
の
確
保

施策

３

　

求
職
と
求
人
が
噛
み
合
わ
な
い

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
な
ど
、
労
働

力
の
確
保
や
雇
用
の
場
の
確
保
が

難
し
い
状
況
に
あ
る
中
、
町
内
事

業
所
へ
の
雇
用
支
援
の
ほ
か
、
新

規
起
業
者
へ
の
支
援
、
企
業
誘
致
、

農
商
工
連
携
に
よ
る
経
営
革
新
な

ど
を
進
め
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
努
め
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

▼
中
小
企
業
の
経
営
安
定
を
図
る

た
め
の
「
中
小
企
業
振
興
資
金
融

資
制
度
・
利
子
補
給
事
業
」

▼
企
業
の
経
営
革
新
と
後
継
者
育

成
や
技
術
取
得
等
の
た
め
の
「
く

ず
ま
き
型
持
続
可
能
な
産
業
づ
く

り
支
援
事
業
」

▼
雇
用
の
確
保
・
促
進
を
図
る
た

め
、
新
規
雇
用
者
を
採
用
し
た
町

内
企
業
に
対
し
助
成
す
る
「
雇
用

促
進
事
業
」

　           平成28年度 施政方針
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引
き
続
き
、
連
携
型
中
高
一
貫

教
育
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
保
育

園
、
小
学
校
を
含
め
た
教
育
連
携

の
さ
ら
な
る
強
化
と
、
国
際
理

解
・
情
報
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

を
図
り
、
一
貫
し
た
学
力
向
上
と

学
習
指
導
の
充
実
に
努
め
る
ほ
か
、

学
校
規
模
の
適
正
化
や
教
育
施
設

環
境
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
葛
巻
高
校
に
お
け
る
山

村
留
学
の
推
進
や
大
学
進
学
に
向

け
た
学
習
レ
ベ
ル
の
向
上
、
育
英

制
度
の
充
実
な
ど
を
図
り
、
誰
も

が
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

機
会
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

生
涯
学
習
関
連
で
は
、
生
涯
学

習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
充
し
、
学

習
支
援
の
充
実
と
情
報
提
供
に
努

め
る
と
と
も
に
生
涯
学
習
施
設
の

有
効
活
用
な
ど
を
図
る
ほ
か
、
地

域
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
創
出
し
、

先
人
が
築
い
た
歴
史
と
伝
統
文
化

の
継
承
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
機
能
が
向
上
し
た

体
育
施
設
の
有
効
活
用
を
図
り
、

ス
ポ
ー
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

に
努
め
る
ほ
か
、
町
民
の
健
康
増

進
と
体
力
向
上
の
た
め
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
「
夢
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」
に
取
り
組
み
、
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
の
プ
レ
ー
に
直
接
触
れ

る
機
会
を
創
出
す
る
な
ど
し
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

【
主
な
新
規
事
業
】

▼
小
中
学
校
の
多
様
な
学
習
環
境

の
実
現
の
た
め
の
「
教
育
用
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
整
備
事
業
」

▼
教
職
員
が
地
域
に
根
ざ
し
た
教

育
に
専
念
で
き
る
環
境
を
確
立
す

る
た
め
の「
教
員
住
宅
整
備
事
業
」

▼
留
学
生
や
町
外
か
ら
の
入
学
者

の
受
け
入
れ
体
制
の
充
実
に
向
け

た
「
く
ず
ま
き
山
村
留
学
事
業
」

お
よ
び
「
葛
巻
高
校
生
下
宿
費
助

成
事
業
」

▼
学
校
教
育
の
授
業
力
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
の
た
め
の
「
学
校
教

　

少
子
化
、
核
家
族
化
の
進
行
に

伴
い
、
家
庭
や
地
域
で
支
え
合
う

子
育
て
環
境
の
充
実
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
子
育
て
相
談
や
経
済
的

負
担
軽
減
な
ど
の
援
助
体
制
の
充

実
を
図
る
こ
と
で
、
子
育
て
と
仕

事
が
両
立
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
る
と
と
も
に
、
妊
産
婦
が
安

心
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
専
門
医
療
機
関
で
の

受
診
体
制
な
ど
総
合
的
な
支
援
に

努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
時
代
の
変
化
に
対
応

し
た
就
学
前
教
育
の
充
実
を
図
り
、

児
童
福
祉
施
設
と
小
中
学
校
と
の

連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

【
主
な
新
規
事
業
】

▼
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
一
定
期

間
入
居
後
に
無
償
譲
渡
す
る
「
子

育
て
支
援
住
宅
整
備
事
業
」

▼
若
者
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、

民
間
ア
パ
ー
ト
の
家
賃
の
一
部
を

く
ず
ま
き
商
品
券
で
助
成
す
る

「
若
者
定
住
家
賃
補
助
事
業
」

▼
親
に
な
る
前
の
若
年
層
に
子
ど

も
の
歯
の
大
切
さ
の
意
識
を
醸
成

す
る
た
め
の
「
新
婚
応
援
歯
科
保

健
事
業
」

【
主
な
継
続
・
拡
充
事
業
】

▼
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
む
こ
と

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め

「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

事
業
」

▼
対
象
を
高
校
生
ま
で
拡
大
し
た

「
乳
幼
児
・
児
童
生
徒
医
療
費
助

成
」

▼
任
意
接
種
に
対
す
る
接
種
費
用

の
一
部
を
助
成
す
る
「
く
ず
ま

キ
ッ
ズ
予
防
接
種
助
成
」

育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
」

▼
い
わ
て
国
体
の
開
催
に
向
け
、

運
営
体
制
と
施
設
の
強
化
を
図
る

た
め
の
「
希
望
郷
い
わ
て
国
体
開

催
運
営
等
補
助
金
」
お
よ
び
「
総

合
運
動
公
園
野
球
場
改
修
事
業
」

【
主
な
継
続
・
拡
充
事
業
】

▼
複
式
学
級
に
お
け
る
教
育
の
充

実
を
図
る
た
め
の
「
学
力
向
上
支

援
員
事
業
」

▼
葛
巻
高
校
の
魅
力
あ
る
高
校
づ

く
り
に
向
け
た
「
葛
高
教
育
振
興

協
議
会
補
助
金
」

▼
地
域
活
動
拠
点
施
設
の
機
能
充

実
の
た
め
の
「
地
区
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
舗
装
事
業
」

平
成
29
年
夏
の
開
院
を
目
指
し
、
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
る
新
葛
巻
病
院
の
建

設
現
場
（
写
真
右
は
現
葛
巻
病
院
、
左

は
葛
巻
小
学
校
）

３
月
16
日
に
行
わ
れ
た
平
成
28
年
度
葛

巻
高
校
入
学
者
の
合
格
発
表
で
は
、
山

村
留
学
生
２
人
を
含
む
41
人
が
合
格
。

魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
支
援
を
拡
充

し
ま
す

毎
週
火
曜
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
て
い
る
「
子
育
て
サ
ロ
ン
」
。
さ
ら

な
る
子
育
て
環
境
の
充
実
に
努
め
ま
す

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
子
育
て
支
援

施策

４
学
び
輝
く
人
づ
く
り
と
葛
巻
を
愛
す
る
人
材
育
成

施策

５

　

町
民
一
人
一
人
が
健
康
に
関
心

を
持
ち
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

む
環
境
を
築
く
た
め
、
各
種
検
診
、

保
健
サ
ー
ビ
ス
活
動
の
一
層
の
充

実
と
受
診
率
の
向
上
に
取
り
組
み
、

町
民
の
健
康
維
持
と
医
療
費
の
抑

制
、
適
正
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
医
療
の
充
実
と
救

急
医
療
の
確
保
を
図
る
た
め
、
医

師
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
医
療
・

介
護
関
係
者
の
確
保
と
育
成
に
努

め
る
ほ
か
、
地
域
が
連
携
し
た
自

殺
予
防
を
推
進
す
る
た
め
、
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
な
ど
人
材
の
育
成
強

化
に
取
り
組
み
、
こ
こ
ろ
の
健
康

相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

福
祉
関
連
で
は
、
住
民
の
支
え

合
い
に
よ
る
地
域
福
祉
社
会
の
実

現
を
目
指
し
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
の
生
活
援
護
、
自
立
支
援
、
自

立
助
長
な
ど
の
相
談
・
支
援
体
制

の
充
実
に
取
り
組
む
ほ
か
、
高
齢

者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
健
康
づ

く
り
・
介
護
予
防
を
推
進
す
る
と

と
も
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
確
立
に
努
め
ま
す
。

【
主
な
新
規
事
業
】

▼
医
療
・
看
護
専
門
職
員
な
ど
の

人
材
確
保
を
図
る
た
め
の
「
看
護

職
員
等
養
成
修
学
資
金
貸
付
事

業
」

▼
生
活
習
慣
病
予
防
と
健
診
受
診

率
の
向
上
に
向
け
た
「
生
活
習
慣

病
予
防
健
診
無
料
化
事
業
」
お
よ

び
「
特
定
健
診
無
料
化
事
業
」

▼
高
齢
者
の
み
世
帯
の
増
加
に
伴

う
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

生
活
支
援
体
制
の
整
備
と
今
後
求

め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
検
討
を
行

う
「
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
協
議
体

の
設
置
」

【
主
な
継
続
・
拡
充
事
業
】

▼
平
成
29
年
３
月
完
成
に
向
け
工

事
を
進
め
る
「
葛
巻
病
院
改
築
事

業
」

▼
老
朽
化
に
よ
る
施
設
整
備
を
進

め
て
い
る
「
養
護
老
人
ホ
ー
ム
葛

葉
荘
改
築
事
業
」

▼
町
外
の
医
療
機
関
で
治
療
を
受

け
る
必
要
が
あ
る
難
病
患
者
な
ど

に
対
す
る
「
障
が
い
者
等
通
院
費

助
成
事
業
」

誰
も
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

施策

６
協
創
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

施策

７

　

平
成
18
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

き
た
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

さ
ら
に
一
歩
前
進
さ
せ
、
住
民
と

行
政
が
共
に
創
り
上
げ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
住

民
参
画
機
会
を
拡
充
し
、
参
加
意

識
や
協
創
意
識
の
醸
成
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、
地
域
活
動
の
推
進
や
相

互
連
携
、
新
た
な
地
域
組
織
の
設

立
な
ど
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
地
域
づ
く
り
を
担
う

人
材
の
育
成
に
努
め
る
ほ
か
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
男
女
が

共
に
支
え
合
う
環
境
づ
く
り
に
努

め
、
女
性
が
社
会
に
参
画
で
き
る

新葛巻病院／完成イメージ新葛巻病院／完成イメージ
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移
住
者
・
定
住
者
の
受
け
入
れ

を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
住
環

境
の
充
実
が
不
可
欠
で
あ
る
一
方

で
人
口
減
少
に
伴
い
空
き
家
の
増

加
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、空
き
家
の
有
効
活
用
や
町
営
・

町
有
住
宅
な
ど
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
て
い
る
水
道

施
設
の
計
画
的
な
更
新
や
生
活
排

水
処
理
施
設
の
普
及
を
図
る
ほ
か
、

ご
み
の
広
域
処
理
化
や
リ
サ
イ
ク

ル
に
よ
る
減
量
化
な
ど
、
環
境
に

や
さ
し
い
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

交
通
・
通
信
関
連
で
は
、
安
全

で
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
幹
線

道
路
網
お
よ
び
生
活
関
連
道
路
網

の
整
備
促
進
や
維
持
管
理
体
制
の

充
実
を
図
る
ほ
か
、
高
齢
化
に
よ

り
生
活
バ
ス
路
線
の
重
要
性
が
増

し
て
い
る
こ
と
か
ら
バ
ス
路
線
の

維
持
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
利

用
促
進
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
通
信
基
盤
の
適
正

管
理
に
努
め
る
ほ
か
、
効
率
的
・

効
果
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

手
段
と
し
て
情
報
化
に
よ
る
利
活

用
の
促
進
な
ど
、
情
報
リ
テ
ラ

シ
ー
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
な

ど
を
進
め
ま
す
。

【
主
な
新
規
事
業
】

▼
町
営
住
宅
の
長
寿
命
化
を
図
る

「
公
営
住
宅
等
ス
ト
ッ
ク
総
合
改

善
事
業
」

【
主
な
継
続
・
拡
充
事
業
】

▼
早
期
完
成
を
目
指
す
「
江
刈
簡

易
水
道
整
備
事
業
」

▼
水
洗
化
率
の
向
上
の
た
め
の

「
水
洗
化
普
及
支
援
事
業
」
お
よ

び
「
町
整
備
型
浄
化
槽
整
備
推
進

事
業
」

▼
道
路
・
橋
り
ょ
う
な
ど
の
維
持

管
理
に
向
け
た
「
防
災
・
安
全
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
」

▼
町
中
心
部
の
バ
イ
パ
ス
道
路
機

能
を
有
す
る
「
町
道
茶
屋
場
田
子

線
道
路
改
良
事
業
」

▼
住
民
の
移
動
手
段
の
確
保
の
た

め
の
「
広
域
生
活
バ
ス
路
線
運
行

維
持
対
策
事
業
」
お
よ
び
「
バ
ス

路
線
運
行
拡
大
支
援
対
策
事
業
」

　

町
の
財
産
で
あ
る
豊
か
な
自
然

環
境
を
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
、
自
然
環
境
の
保
護
・
保

全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
環
境
教

育
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
町
民

み
ん
な
で
守
り
育
て
る
意
識
の
高

揚
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
太
陽
光
・
風
力
の
ほ
か
、

畜
ふ
ん
、
生
ご
み
、
未
利
用
間
伐

材
な
ど
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス

資
源
に
よ
る
発
電
な
ど
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
推
進
し
、

機
会
と
男
女
共
同
参
画
意
識
の
醸

成
に
努
め
ま
す
。

【
主
な
新
規
事
業
】

▼
継
続
的
な
集
落
の
維
持
・
活
性

化
と
日
常
生
活
支
援
機
能
の
充
実

と
地
域
振
興
を
図
る
た
め
の
「
過

疎
地
域
等
集
落
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
圏

形
成
支
援
事
業
」

【
主
な
継
続
・
拡
充
事
業
】

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
と

活
性
化
の
た
め
の
「
自
治
会
活
動

交
付
金
」
お
よ
び
「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
事
業
」

老
朽
化
が
著
し
い
救
急
自
動
車
を
更
新

し
、
救
急
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す

（
写
真
は
現
在
の
救
急
自
動
車
）

早
期
完
成
を
目
指
し
、
改
良
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
る
町
道
茶
屋
場
田
子
線

（
写
真
は
田
の
沢
地
区
）

快
適
に
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
の
創
出

施策

８
自
然
と
共
生
し
地
域
の
豊
か
な
資
源
を
活
用
す
る
ま
ち
づ
く
り

施策

９
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
に
努

め
る
と
と
も
に
、
安
価
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
が
で
き
る
よ
う
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

【
主
な
新
規
事
業
】

▼
災
害
時
な
ど
で
も
電
気
自
動
車

へ
の
充
電
が
可
能
な
「
防
災
用
太

陽
光
発
電
設
備
・
急
速
充
電
器
整

備
事
業
」

【
主
な
継
続
・
拡
充
事
業
】

▼
循
環
型
社
会
、
低
炭
素
社
会
の

実
現
に
向
け
た
「
エ
コ
・
エ
ネ
総

合
対
策
事
業
費
補
助
金
」

こ
こ
ろ
穏
や
か
に
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り

施策

10

　

複
雑
多
様
化
す
る
災
害
に
対
し
、

迅
速
か
つ
的
確
に
対
処
し
、
効
率

的
・
効
果
的
な
活
動
が
で
き
る
よ

う
消
防
防
災
施
設
や
安
全
装
備
品

の
充
実
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
に
即
し
た
消
防
団
編
成
を
踏

ま
え
た
団
員
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
化
、
国
際
化
、
車

社
会
に
よ
る
広
域
化
、
情
報
化
な

ど
の
進
展
に
よ
り
、
特
に
も
高
齢

者
や
青
少
年
が
巻
き
込
ま
れ
る
交

通
事
故
や
犯
罪
が
急
増
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
関
係
団
体
と
協
力
し
、

指
導
お
よ
び
啓
発
活
動
に
努
め
ま

す
。

【
主
な
新
規
事
業
】

▼
消
防
資
器
材
の
充
実
と
活
動
拠

点
の
整
備
に
向
け
た
「
救
助
資
器

材
搭
載
型
積
載
車
更
新
事
業
」
お

よ
び「
第
６
分
団
屯
所
整
備
事
業
」

▼
救
急
体
制
の
充
実
の
た
め
の

「
高
規
格
救
急
自
動
車
更
新
事
業
」

【
主
な
継
続
・
拡
充
事
業
】

▼
若
年
層
お
よ
び
機
能
別
団
員
の

確
保
に
向
け
た
「
消
防
団
員
確
保

対
策
事
業
」

▼
複
雑
多
様
化
す
る
災
害
活
動
か

ら
消
防
団
員
を
守
る
た
め
の
「
安

全
装
備
品
整
備
事
業
」

広
域
行
政
の
推
進
と
行
財
政
運
営
の
合
理
化

施策

11

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど

に
よ
り
、
町
を
取
り
巻
く
社
会
情

勢
が
変
化
す
る
中
、
住
民
か
ら
の

行
政
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
お
り
、

時
代
に
即
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
く
た
め
に
、
安
定
的

な
財
政
運
営
を
維
持
し
、
効
率
的

か
つ
持
続
可
能
な
行
政
運
営
を
進

め
ま
す
。

　

ま
た
、
盛
岡
広
域
中
枢
都
市
圏

構
想
の
推
進
や
広
域
市
町
と
の
連

携
強
化
を
図
り
、
さ
ら
な
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
事
務
の
効
率

化
に
努
め
ま
す
。

【
主
な
新
規
事
業
】

▼
公
共
施
設
の
効
率
的
な
配
置
、

活
用
、
維
持
管
理
を
実
現
す
る
た

め
の
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
策
定
事
業
」

▼
町
の
決
算
に
係
る
統
一
的
基
準

に
よ
る
財
務
諸
表
作
成
の
た
め
の

「
地
方
公
会
計
財
務
書
類
作
成
支

援
業
務
」

▼
新
た
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
受
付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
を
導

入
す
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
」

災
害
時
な
ど
で
も
電
気
自
動
車
へ
の
充

電
が
可
能
な
「
防
災
用
太
陽
光
発
電
急

速
充
電
器
」
の
整
備
を
進
め
ま
す
（
写

真
は
役
場
前
の
充
電
設
備
）

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
競
う
町
の
消
防

操
法
競
技
会
。
消
防
防
災
施
設
や
安
全

装
備
品
の
充
実
強
化
を
図
る
と
と
も
に

消
防
団
員
の
確
保
に
努
め
ま
す

　           平成28年度 施政方針
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保
育
園
、
児
童
館
の
年
長
児
を
対
象
と

し
た
バ
イ
オ
リ
ン
教
室
を
継
続
し
て
開

催
し
ま
す

平
成
29
年
２
月
の
完
成
を
目
指
し
、
建

築
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
江
刈
小
学

校
新
校
舎
の
完
成
イ
メ
ー
ジ

教
育
行
政
方
針

　

町
行
政
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
自
然
環
境
と
資
源
、
人
材
と

そ
の
知
恵
な
ど
、
真
の
農
山
村
の
力

を
地
域
の
教
育
力
と
し
て
生
か
し
、

地
域
を
知
り
、
地
域
か
ら
学
ぶ
「
ふ

る
さ
と
教
育
」
の
推
進
と
「
た
く
ま

し
く
生
き
る
力
」
を
持
っ
た
子
ど
も

の
育
成
に
努
め
ま
す
。

教
育
の
充
実

　

就
学
前
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、

豊
か
な
情
操
と
感
性
を
磨
き
、
創
造

力
を
育
む
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
実

施
し
て
い
る
幼
児
バ
イ
オ
リ
ン
学
習

を
平
成
28
年
度
も
継
続
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
児

童
生
徒
の
生
き
る
力
を
支
え
る
「
確

か
な
学
力
」
「
豊
か
な
心
」
「
健
や

か
な
体
」
を
総
合
的
に
育
む
こ
と
を

教
育
目
標
と
し
、
保
育
園
、
小
中
学

校
、
高
校
の
４
校
種
の
連
携
、
ふ
る

さ
と
学
習
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

を
図
り
、
多
様
な
体
験
を
通
し
た
教

育
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
教
育
用
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業
と
し
て
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
型
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
新
た

に
導
入
す
る
ほ
か
、
小
中
学
校
に
学

校
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
、

児
童
生
徒
の
学
力
向
上
と
豊
か
な
心

の
育
成
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
教

員
住
宅
整
備
事
業
に
よ
り
、
教
員
の

町
内
居
住
の
推
進
と
教
育
に
専
念
で

き
る
環
境
を
構
築
し
ま
す
。

  

高
等
学
校
教
育
の
振
興
に
つ
き
ま

し
て
は
、
地
域
の
特
色
あ
る
高
等
学

校
教
育
の
場
を
確
保
す
る
観
点
か
ら

一
学
年
二
学
級
を
町
行
政
と
連
携
し

て
要
望
し
、
現
在
行
っ
て
い
る
魅
力

あ
る
高
等
学
校
づ
く
り
へ
の
支
援
な

ど
を
拡
充
し
、
そ
の
永
続
発
展
に
努

め
ま
す
。

生
涯
学
習
の
充
実　

  

引
き
続
き
、 

町
民
ま
な
び
い
学
園

の
開
設
や
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
開
催
、
く
ず
ま
き
カ
レ
ン
ダ
ー

の
作
成
を
通
じ
て
学
習
の
機
会
と
情

報
提
供
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
「
子

ど
も
の
未
来
を
考
え
る
町
民
の
つ
ど

い
」
を
開
催
し
、
子
ど
も
た
ち
を
取

り
巻
く
教
育
の
諸
問
題
を
教
員
や
保

護
者
、
地
域
住
民
が
一
緒
に
考
え
、

青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
40
歳
の
つ
ど
い
、
60
歳

の
つ
ど
い
の
開
催
、
町
民
福
祉
大
学

の
開
設
な
ど
本
町
な
ら
で
は
の
取
り

組
み
を
継
続
し
ま
す
。

  

公
民
館
図
書
室
で
は
、
移
動
図
書

館
車
「
や
ま
ど
り
号
」
の
全
地
域
へ

の
毎
月
１
回
の
巡
回
実
施
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
か
ら
本
へ
の
ふ
れ
あ
い

を
促
す
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
に
も

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
更
新
し
た

図
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
利
活
用
と
図

書
の
充
実
、
新
刊
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を
図

り
、
町
民
が
よ
り
利
用
し
や
す
く
親

し
み
や
す
い
サ
ロ
ン
の
よ
う
な
公
民

館
図
書
室
の
運
営
に
努
め
ま
す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

 　

町
民
が
生
涯
を
通
じ
て
、
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し
み

な
が
ら
、
健
康
増
進
と
体
力
向
上
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
指

導
者
の
養
成
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
拡

充
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
町
体
育
協
会
、
加
盟
団
体
と
の
連

携
を
深
め
、
町
内
外
の
ス
ポ
ー
ツ
大

会
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、
合
宿
誘

致
を
通
し
て
積
極
的
な
ス
ポ
ー
ツ
交

流
を
展
開
し
、
改
修
さ
れ
た
体
育
施

設
の
利
活
用
策
を
拡
充
し
な
が
ら
、

町
の
活
性
化
推
進
と
町
民
が
ス
ポ
ー

ツ
に
ふ
れ
あ
う
場
を
提
供
し
ま
す
。

  

10
月
に
開
催
さ
れ
る
希
望
郷
い
わ

て
国
体
に
お
い
て
は
、
正
式
種
目
の

軟
式
野
球
競
技
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
ネ
オ
ホ
ッ
ケ
ー

競
技
の
会
場
地
と
し
て
、
万
全
の
体

制
と
お
も
て
な
し
の
心
を
持
っ
て
進

め
、
さ
ら
な
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

努
め
ま
す
。

文
化
の
創
造
と
継
承

　

地
域
に
伝
わ
る
郷
土
芸
能
に
つ
き

ま
し
て
は
、
町
郷
土
芸
能
団
体
連
絡

協
議
会
の
活
動
を
支
援
し
、
発
表
会

開
催
や
伝
承
活
動
、
記
録
保
存
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
葛
巻
小
学
校

と
小
田
や
す
ら
ぎ
の
家
に
保
管
す
る

民
俗
資
料
は
、
郷
土
を
知
る
た
め
の

貴
重
な
文
化
遺
産
と
し
て
学
校
教
育

教
材
と
し
て
も
利
活
用
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
保
育
園
、
小
中
学
校
に
お
け

る
俳
句
教
室
と
「
私
の
一
句
・
町
民

俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
継
続
し
、
情

操
教
育
の
一
環
と
し
て
定
着
に
努
め

ま
す
。

　

鈴
木
町
長
の
施
政
方
針
演
述
に
続
き
、
千
葉
洋
一

教
育
委
員
長
が
述
べ
た
教
育
行
政
方
針
の
内
容
を
紹

介
し
ま
す
。

　                平成28年度 教育行政方針
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自主財源
20.5％
自主財源
20.5％
自主財源
20.5％

依存財源 79.5％依存財源 79.5％依存財源 79.5％

地方交付税 28億7,000万円
（41.6％）

地方交付税 28億7,000万円
（41.6％）

地方交付税 28億7,000万円
（41.6％）

国・県支出金
9億210万円
（13.1％）

国・県支出金
9億210万円
（13.1％）

国・県支出金
9億210万円
（13.1％）

分担金および負担金
6,367万円
（0.9％）

分担金および負担金
6,367万円
（0.9％）

分担金および負担金
6,367万円
（0.9％）
使用料および手数料
5,488万円
（0.8％）

使用料および手数料
5,488万円
（0.8％）

使用料および手数料
5,488万円
（0.8％）
その他の自主財源
8億3,087万円
（12.0％）

その他の自主財源
8億3,087万円
（12.0％）

その他の自主財源
8億3,087万円
（12.0％）

その他の依存財源
1億7,070万円
（2.5％）

その他の依存財源
1億7,070万円
（2.5％）

その他の依存財源
1億7,070万円
（2.5％）

町債
15億3,540万円
（22.3％）

町債
15億3,540万円
（22.3％）

町債
15億3,540万円
（22.3％）

民生費
19億9,694万円
（29.0%）

民生費
19億9,694万円
（29.0%）

民生費
19億9,694万円
（29.0%）

公債費
5億9,764万円
（8.7%）

公債費
5億9,764万円
（8.7%）

公債費
5億9,764万円
（8.7%）

衛生費
14億1,761万円
（20.5%）

衛生費
14億1,761万円
（20.5%）

衛生費
14億1,761万円
（20.5%）

総務費
7億4,000万円
（10.7%）

総務費
7億4,000万円
（10.7%）

総務費
7億4,000万円
（10.7%）

農林水産業費
5億6,439万円
（8.2%）

農林水産業費
5億6,439万円
（8.2%）

農林水産業費
5億6,439万円
（8.2%）

土木費
4億3,398万円
（6.3%）

土木費
4億3,398万円
（6.3%）

土木費
4億3,398万円
（6.3%）

教育費
4億6,325万円
（6.7%）

教育費
4億6,325万円
（6.7%）

教育費
4億6,325万円
（6.7%）

消防費
3億4,098万円
（4.9%）

消防費
3億4,098万円
（4.9%）

消防費
3億4,098万円
（4.9%）

商工費
2億3,308万円
（3.4%）

商工費
2億3,308万円
（3.4%）

商工費
2億3,308万円
（3.4%）

町税
4億6,861万円
（6.8％）

町税
4億6,861万円
（6.8％）

町税
4億6,861万円
（6.8％） その他

1億836万円
（1.6%）

その他
1億836万円
（1.6%）

その他
1億836万円
（1.6%）

一般会計当初予算　68億9,623万円 の内訳

歳入 歳出

前年度を約33億円（37.2％）上回る

一般会計13年ぶりに65億円超

　一般会計は、養護老人ホーム葛葉荘改築事業、
グリーンテージ改修事業、町道茶屋場田子線道
路改良事業、総合運動公園野球場改修事業など
により、平成27年度当初予算を約11億円超える
総額68億9,623万円、前年度比18.9％の大幅な
増となっています。
　特別会計は、葛巻病院改築工事や江刈簡易水
道整備工事などにより、５つの会計の合計は、
54億2,556万円で、前年度比70.5％の増となり、
全会計の総予算は、123億2,179万円で、前年度
比33億3,769万円、37.2％の増となっています。
　また、江刈小校舎改築工事、情報セキュリティ
強靭化対策、くずまき型ＤＭＯ形成推進事業、茶
屋場田子線道路改良事業など、平成28年度に繰
り越される事業費は総額９億1,779万円で、当初
予算と繰越事業を合せた総予算額は132億3,958
万円となり、大型の予算編成となっています。
　一般会計の歳入では、町税は前年度とほぼ同
額、地方交付税は前年比１億4,000万円、4.7％
の減を見込んでいます。また、大型事業の財源
確保のため、基金からの繰入金を７億25万円、
前年度比461.6％の増、
町債は15億3,540万円、
前年度比58.0％の増と
なっています。
　歳出では「まちづく
りの３つの基本目標」
の達成に向け、各分野
においてハード事業、
ソフト事業のバラン
スと事業の「選択と集
中」を念頭に置き、葛
巻病院改築工事などの
大型事業のほか、子育
て世代定住促進住宅な
どの新たな取り組みも
計上しました。

一般会計当初予算額の推移
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51.3

49.3 48.2
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52.2
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55億円

45億円

65億円

70億円

15
年
度
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年
度
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年
度

65.5 65.0
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平成28年度
当初予算 総額123億円

「まちづくりの３つの基本目標」の達成に向け

会計名 予算額 伸び率
一般会計 68億9,623万円 18.9％

特
別
会
計

国民健康保険事業勘定 12億4,124万円 △ 1.6％
簡易水道事業 6億9,551万円 16.7％
農業集落排水事業 1億9,710万円 1.4％
後期高齢者医療事業 6,908万円 △ 2.0％
国民健康保険病院事業 ※ 32億2,263万円 204.0％

計 54億2,556万円 70.5％
総合計 123億2,179万円 37.2％

会計別の予算額

※病院事業会計の予算は、収益的収支の「収入」総額と、資本的収支の「支出」
　総額を合算したものです。
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詳しくは

町民向け予算書 を
ご覧ください

※５月全戸配布予定

昨年度の町民向け予算書

▲

【新】子育て世代定住促進住宅整備事業　5,000万円
　　　子育て世代向けの賃貸住宅を整備

【新】防災用太陽光発電設備・急速充電器設置事業　4,900万円
　　　太陽光発電、電気自動車急速充電設備を一体的に整備

【新】過疎地域等集落ネットワーク圏形成支援事業　1,000万円
　　　集落の維持・活性化、日常生活支援機能の充実と地域振興を図る

【新】若者定住家賃補助事業　300万円
　　　民間貸家に入居している若年世代に対し家賃の一部を助成

【新】地域拠点施設整備基礎調査事業　100万円
　　　地域づくりの拠点となる公共施設の適正配置などについて調査検討

【新】ふるさと納税クレジット決済サービス導入事業　20万円
　　　ふるさと納税ポータルサイト「ふるさとチョイス」を活用した地域振興の増進

【新】養護老人ホーム葛葉荘改築事業　8億8,246万円
　　　本体工事（木造１階建、延床面積約2,500㎡）、工事監理、機械器具整備

【新】養護老人ホーム葛葉荘施設備品整備事業　3,800万円
　　　養護老人ホーム葛葉荘改築に係る施設備品の整備更新

【継】乳幼児・児童・生徒医療費助成事業　1,320万円
　　　高校生以下の全ての子どもの医療費を無料化

【新】埋立処分場適正化検討事業　230万円
　　　最終処分場の施設長寿命化に向けた積み上げ形状の適正化を図る

【拡】妊婦健診応援助成事業（マタニティライフサポート金）　200万円
　　　妊婦健診の交通費や出産準備用品の購入費用、出産に係る宿泊費用を助成

【新】生活習慣病予防検診受診者負担金無料化事業
　　　検診受診の一部自己負担をなくし、健康で元気な生活を送られる町づくりを推進

【継】看護職員等養成修学資金貸付事業　440万円
　　　医療・看護専門職員の確保を図るため、修学資金の貸し付けを実施

【継】地区センター駐車場舗装整備事業　1,600万円
　　　各地区センターの駐車場舗装工事

【新】林道案内沢線法面補強工事　1,640万円
　　　林道案内沢線の土砂崩落個所の法面補強工事

【新】山地酪農研修センター改修事業　1,200万円
　　　山地酪農研修センターの浴室、トイレの改修

【継】粗飼料生産基盤除染対策事業　1億500万円
　　　施工予定面積300ヘクタール

【継】水洗化普及支援事業　1,150万円
　　　一般住宅のトイレの水洗化に係る経費の一部を助成

【新】輸入受精卵移植推進事業　300万円
　　　高品質乳用牛の凍結受精卵を輸入し、乳用牛の品種改良を加速させる

【新】畜産クラスター運営費補助　270万円
　　　各関係機関が連携し、効率的・合理的な酪農経営体制の構築を図る

【新】新くずまき型畜産体制推進事業研修助成　150万円
　　　意欲ある酪農家がスキルアップのための研修を実施する場合の経費を一部助成

【新】バイオマス廃熱利用施設検討事業　100万円
　　　畜ふんバイオマス施設から生じる廃熱を活用した園芸ハウス栽培の事業化可能性の調査検討

【新】グリーンテージ改修事業　1億7,500万円
　　　グリーンテージの浴室改修工事

【新】成功店モデル創出・波及事業　130万円
　　　経営改善の専門家の指導などにより商店街の魅力を高める

総
務
費

民
生
費

衛
生
費

農
林
水
産
業
費

商
工
費

【継】町道茶屋場田子線道路改良事業　1億4,500万円
　　　盛土工、用地取得、物件移転補償

【継】町道愛羅瀬線改良事業　3,300万円
　　　舗装工、用地取得、物件移転補償

【新】道路長寿命化修繕工事　3,000万円
　　　舗装面損傷が著しい路線の長寿命修繕工事（小屋瀬塚森線、荒谷上外川線）

【継】町道葛巻浦子内線改良事業　2,700万円
　　　登記、用地取得、物件移転補償

【新】小苗代橋長寿命化修繕工事　1,500万円
　　　小苗代橋の長寿命化修繕

【新】道路・橋りょう定期点検事業　1,000万円
　　　道路・橋りょうの適正な管理に向け５年ごとの定期点検を実施

【新】町営住宅長寿命化修繕計画策定事業　400万円
　　　町営住宅の長寿命化を図るため、今後の維持管理、修繕方針について調査検討

【新】高規格救急自動車整備事業　4,370万円
　　　現有車両（平成19年導入）の更新

【新】第６分団屯所整備事業　2,250万円
　　　第６分団屯所の建て替え工事（木造平屋建、延床面積97㎡）

【新】救助資機材搭載型小型ポンプ積載車整備事業　1,350万円
　　　第６分団の積載車の更新（現有車両は平成６年導入）

【継】消防団活動用装備品整備事業　200万円
　　　消火作業用黒長、ヘッドライト、防火・耐切創手袋

【新】総合運動公園野球場改修事業　6,658万円
　　　国体開催へ備えた総合運動公園野球場の改修工事（グラウンド舗装改修、スコアボード交換改修、

　　　Ｌ型擁壁修繕工事、ナイター照明器具交換修繕工事、多目的グラウンドトイレ改修）

【新】教員住宅整備事業　4,000万円
　　　教員住宅整備（集合住宅１棟、単身世帯用６室）

【新】江刈小学校備品整備事業　1,000万円
　　　江刈小学校改築に係る施設備品の更新整備

【拡】いわて国体葛巻町開催実行委員会補助金　1,720万円
　　　当町で開催される軟式野球競技の大会運営に係る経費

【拡】葛巻高校山村留学事業　410万円
　　　県外からの山村留学生のほか、県内からの入学生へも助成を拡充

【新】教育用・校務用パソコン更新事業（リース）　390万円
　　　教育用パソコン端末をタブレット型に更新しＩＣＴ教育の充実・強化を図る

【新】学校教育アドバイザー派遣事業　71万円
　　　教育の指導力向上に向け、各校に学校教育アドバイザーを派遣

【新】葛巻高校生下宿費助成事業　36万円
　　　町外から葛巻高校に入学した生徒のうち、下宿している者に対し費用の一部を助成

国民健康保険病院事業
【継】葛巻病院改築事業　22億円

簡易水道事業
【継】江刈簡易水道整備事業　4億8,030万円

農業集落排水事業
【継】町設置型浄化槽建設事業　3,815万円

土
木
費

消
防
費

教
育
費

特
別
会
計 【新】は新規事業

【拡】は拡充事業
【継】は継続事業
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介
〜

平成28年度 当初予算～葛巻独自の事業を展開～

▲10月２日～４日、当町で行われ
る希望郷いわて国体の軟式野球競
技。その会場となる総合運動公園
野球場の改修工事を行います

▲昭和48年に建設され、老朽化が
著しい「養護老人ホーム葛葉荘」
の改築工事を行います

▲昭和44年に整備され、損傷が著
しい「小苗代橋」の路面防水や防
護柵塗装などの長寿命化修繕工事
を行います
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ご
利
用
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だ
さ
い

葛
巻
町
独
自
独
自
の
補
助
金
制
度

　３月24日、定住奨励金と新婚ライフ
サポート金の交付式が町長室で行われ、
町にＩターンで定住した２世帯と新婚
１世帯が出席。鈴木重男町長から移住
者への奨励金と新婚世帯へのサポート
金（くずまき商品券）が贈られました。
　鈴木町長は「定住を心から歓迎しま
す。町は若い方々の定住に全力で取り
組んでいます。葛巻の魅力を積極的に
情報発信していただき、いろいろなこ
とにも挑戦し、町をさらに元気にして
いただきたい」とあいさつしました。
　昨年７月に盛岡市から親子３人で転
入し、高砂荘に勤務する堀幸太さん
（27歳・星野）は、「とてもありがたい。
奨励金は家電購入や外食など、家族３
人が葛巻での生活を楽しく過ごすため
に大切に使わせていただきます」と感
謝しました。

３世帯に奨励金を交付

鈴木町長から定住奨励金を受け取る堀さん

■若者定住奨励金
　45歳未満の人がいる世帯のＵ・Ｉ
ターン者へ15万円、中学生以下の
子ども１人につき５万円の加算
■新婚ライフサポート金
　10万円（くずまき商品券）
■地域情報通信基盤施設加入奨励金
　Ｕ・Ｉターン世帯へ６万３千円
■空き家活用奨励金
　Ｕ・Ｉターン者へ空き家を売買、
貸与する所有者へ５万円　など

　詳しくは総務企画課（☎66-2111 
内線223）へお問い合わせください。

町の定住奨励金制度の紹介

定住と新婚生活をサポート

詳しくは

担当課へ気
軽に

お問い合わ
せください

妊婦さんの
生活を支援

　出産前の生活を支援するため、妊婦健診時の交通費や出産前に必要な物品の購入費、
妊婦健診や出産時の宿泊費の一部を助成する「マタニティライフサポート金」を交付し
ます。

次の全ての要件に該当する人
①町内に住所があって、生活の主体が町内にある人
②母子健康手帳の交付を受けている人
③妊婦健診および出産のため、町外医療機関を利用している人

■交通費・物品購入支援
　　妊婦健診時の交通費や、出産準備用品購入費などの一部を支援します。

▽交付額　一律 50,000円

▽手続き方法　母子健康手帳の交付時に申請書をお渡ししますので、出産前ま
でに健康福祉課で申請手続きを行ってください。申請の際は、印鑑と通帳を
お持ちください。

■宿泊費支援
　妊婦健診や出産などのため本人または配偶者（家族）が利用した宿泊施設に
係る宿泊費用の一部を支援します。

▽交付額　10,000円を限度に交付

▽手続き方法　宿泊施設利用日から１カ月以内に、健康福祉課で申請手続きを
行ってください。申請の際は、印鑑と宿泊利用料の領収書をお持ちください。
※既に50,000円の交付を受けた方であっても、４月１日以降に健診や出産などのた
め宿泊施設を利用した方は対象になります。

マタニティライフサポート金
問健康福祉課 ☎66-2111 内線157

対
象
者

支
援
内
容

定住する
若者を応援

　月額 31,000円以上の賃貸住宅に居住する「若者」に対して家賃を補助します。

次の全ての要件に該当する人
①18歳以上40歳未満の人（夫婦においては年齢の合計が80歳未満であること）
②町内に住所があり、賃貸契約に基づきアパートなどに実際に居住している人
③就労していること　④税金、水道料などを滞納していないこと
⑤生活保護を受けていないこと

月額家賃から30,000円を除いた額の1/2で、10,000円を上限とします。
【例】月額家賃35,000円の場合の１カ月の補助額（35,000円－30,000円）×1/2＝2,500円

　総務企画課の窓口で配布している申請書に記入し、賃貸契約書の写しなど必要
書類を添えて提出してください。
※補助金は、上半期と下半期に分けて「くずまき商品券」で交付します。

次に該当する場合は補助金の申請ができません。
①町営住宅や定住促進住宅など、町が所有する住宅の入居者
②社宅、社員寮などのほか、入居者以外の方が借り上げている住宅
③家賃を滞納しているとき　④賃貸住宅に居住の実態がないとき

若者定住家賃補助事業
問総務企画課 ☎66-2111 内線223

対
象
者

補
助
額

申
請
方
法

注
意
事
項

快適な住まい
づくりを応援

　住宅の改修工事費の一部を補助します。
■対象者　町内に住所があり、対象住宅に居住している当該住宅の所
有者または同居している人（過去に当該事業または住宅リフォーム
応援事業による補助を受けていない人）
■対象住宅　自己の居住用で、建築後５年以上経過した住宅
　　　　　　※賃貸住宅は対象外
■対象工事　町内の事業者による施工で、工事費が30万円以上
■補助金額　工事費の５分の１以内で、上限は15万円
　　　　　　※「くずまき商品券」で交付します。
※工事着手の15日前までに補助金申請が必要です。

快適な住まいづくり応援事業
問総務企画課 ☎66-2111 内線225

　トイレの水洗化工事費の一部を補助します。
■対象者　町内に対象住宅を所有している人
■対象住宅　①居住用住宅　②店舗併用住宅　※住宅の新築は対象外
■対象工事　水洗化に伴う給排水工事、水洗便器の設置、トイレなど
の関連する部分の改修工事
■補助金額（「くずまき商品券」で交付します）
　 ▽一般世帯　工事費の1/2以内で、上限は37万5千円
　 ▽高齢者・障がい者・ひとり親などの世帯
　　工事費の2/3以内で、上限は50万円
※工事着手の10日前までに補助金申請が必要です。

水洗化普及支援事業
問建設水道課 ☎66-2111 内線242

　　　商工業者の
経営を支援

　商工業者の設備導入や店舗改装を支援します。
■対象事業者　町内において小売業、飲食サービス業、生活関連サー 
ビス業を10年以上営む個人事業主または資本金１千万円以下の法人
■対象となる設備更新　①機器・設備取得の合計が10万円以上
　②店舗リフォーム工事が30万円以上
■補助金額　設備更新費用の2/3以内で、上限は66万6千円
※実施前に補助金申請が必要です。

商店等設備導入支援事業
問総務企画課 ☎66-2111 内線225

　商工業者の人材育成や新分野開拓を支援します。
■対象者　町内の商工業者など
■事業内容　①ものづくり人材育成事業　②経営品質向上事業　③後
継者育成事業　④起業家支援事業　⑤電子化推進事業　⑥新分野開
拓・連携支援事業
■補助金額　対象経費の1/2 ～ 2/3以内で、上限は事業内容により50
万円～ 200万円　※実施前に補助金申請が必要です。

くずまき型持続可能な産業づくり支援事業
問総務企画課 ☎66-2111 内線225

継続

継続

拡充

新規



   

遊
休
農
地
解
消
や
後
継
者

   

対
策
に
多
大
な
貢
献

　

鈴
木
さ
ん
は
、
平
成
６
年
か
ら

21
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
町
農
業

委
員
を
務
め
、
平
成
18
年
か
ら
平

成
27
年
ま
で
の
９
年
間
は
会
長
と

し
て
、
豊
富
な
識
見
と
持
ち
前
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
町
の
農
業
振

興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
と
解
消
を
目
的
と
し
た
「
モ
デ

ル
展
示
圃
」
設
置
に
よ
る
啓
発
活

動
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、「
孫
の

手
も
借
り
隊
事
業
」「
輝
く
ふ
る

さ
と
後
継
ぎ
隊
事
業
」
に
よ
る
食

農
教
育
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
農
業
者
年
金
協
議
会

〔17〕平成28年４月１日・広報くずまき 広報くずまき・平成28年４月１日〔16〕

　町農業委員会（深澤進会長・委員16人）と町農業委員会前会長
の鈴木努さんが、平成27年度農業委員会および農業委員表彰に
おいて、農林水産大臣表彰を受賞しました。

　

町
農
業
委
員
会
は
、
平
成
８
年

か
ら
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
な
ど
に
よ
る
遊
休
農
地

の
解
消
対
策
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

規
模
拡
大
や
コ
ス
ト
削
減
を
目
指

す
酪
農
家
へ
の
農
地
利
用
集
積
に

町農業委員会

長
と
し
て
、
自
ら
新
規
加
入
者
の

勧
誘
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

毎
年
度
、
加
入
目
標
を
達
成
。
町

農
業
後
継
者
等
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業

協
議
会
長
も
務
め
、
婚
活
イ
ベ
ン

ト
や
お
せ
っ
か
い
活
動
を
展
開
し
、

２
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
成
婚
す
る
成

果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

鈴
木
さ
ん
は
「
大
変
光
栄
に
思

い
ま
す
。
今
回
の
受
賞
は
、
農
業

委
員
を
は
じ
め
、
町
、
葛
巻
幼
稚

園
、
保
育
園
な
ど
皆
さ
ま
の
ご
支

援
、ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
」

と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

当
町
に
お
け
る
同
表
彰
の
受
賞

は
、
平
成
14
年
度
の
元
村
義
男
さ

ん
（
元
木
）
以
来
３
人
目
と
な
り

ま
す
。　

　

町
消
防
団
（
遠
藤
正
樹
団
長
、

団
員
３
１
０
人
）
が
、
第
68
回
日

本
消
防
協
会
定
例
表
彰
に
お
い
て
、

優
良
消
防
団
「
表
彰
旗
」
を
受
章

し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
消
防
団
と
し
て

厳
正
な
規
律
と
熟
達
し
た
技
能
を

持
ち
、
長
年
に
わ
た
り
消
防
の
使

命
達
成
に
努
め
て
き
た
功
績
を
た

た
え
る
も
の
で
、
町
消
防
団
は
昭

和
40
年
度
以
来
、
50
年
ぶ
り
２
回

目
の
同
表
彰
旗
の
受
章
と
な
り
ま

す
。

　

３
月
８
日
、
東
京
都
港
区
の
日

本
消
防
会
館
で
開
催
さ
れ
た
全
国

消
防
大
会
の
席
上
で
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
遠
藤
団
長
が
出
席
し
表
彰

状
と
表
彰
旗
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
23
日
、
遠
藤
団
長

ら
団
幹
部
５
人
が
町
長
室
を
訪
れ
、

鈴
木
重
男
町
長
に
受
章
を
報
告
。

鈴
木
町
長
は
「
先
人
の
取
り
組
み

を
し
っ
か
り
引
き
継
ぎ
、
大
き
な

発
展
を
遂
げ
ら
れ
た
団
員
の
努
力

に
敬
意
を
表
し
、
今
後
の
消
防
団

の
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期
待
し
ま

す
」
と
受
章
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

遠
藤
団
長
は
「
長
年
の
先
輩
方

の
功
績
と
団
員
の
消
防
団
活
動
の

成
果
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。
今
回

の
受
章
を
機
に
、
町
民
の
安
心
安

全
を
守
る
た
め
、
よ
り
一
層
精
進

し
ま
す
」
と
誓
い
ま
し
た
。

たゆまぬ努力と優れた功績に光

　葛巻福祉大学（中田直雅学長）の修了式が
２月25日から３月６日まで、総合センター
などで開催されました。今年度は、葛巻、江
刈、西部、北部の４地区から499人が受講し、
修了式には228人が参加。町外視察や創作活
動など１年間の学習の成果を振り返り、新年
度に向けて気持ちを新たにしました。
　北部地区の修了式は３月６日、グリーン
テージで行われ、小田、星野、田野、冬部、
垂柳の５学級から受講生79人が出席しました。
　修了式前に最終教室が行われ、盛岡市消費
生活センターの佐藤幸伸主査が「悪質商法に
負けないために」と題して講話。佐藤主査は、
県内でも多発している振り込め詐欺や還付金
詐欺などの特殊詐欺の手口を紹介し、撃退法
や被害に合ったときの対処法など、映像を交
えて分かりやすく解説しました。
　修了式では中田学長が「学びは、人生を豊
かで潤いのあるものにしてくれます。何度で
も入学できる福祉大学に来年度も入学してい
ただきたい」と式辞を述べ、修了生を代表し
て冬部学級の舘道松次郎さん(75)が「来年度
も多くの仲間と、心身共に健康で楽しく学び
ます」と決意表明しました。
　平成28年度の葛巻福祉大学の総合開講式
は５月25日、葛巻小体育館で行われます。

▲北部地区の最終教室で
「悪質商法に負けないた
めに」と題して講演した
盛岡市消費生活センター
の佐藤主査

◀北部地区の修了式で、
代表して決意表明する舘
道松次郎さん

葛巻福祉大学
499人が修了
葛巻地区／江刈地区／西部地区／北部地区

鈴木町長に受章報告に訪れた消防団幹部ら。左から川向正勝副
団長、橋本秀雄副団長、遠藤正樹団長、鈴木重男町長、本地孝
見本部長、林栄治副団長

半世紀ぶりの表彰旗

       

日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰

優　

良

消
防
団 

表
彰
旗
を
受
章

葛
巻
町
消
防
団

町農業委員会 前会長

鈴木　努さん

町
農
業
委
員
会 

前
会
長　

鈴
木　

努 

さ
ん
（
62
歳
・
小
屋
瀬
）

町
農
業
委
員
会

町
農
業
委
員
会

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
と

農
地
の
利
用
集
積
に
功
績

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
12
年
度
か

ら
は
、
町
独
自
で
配
置
し
た

農
地
流
動
化
促
進
員
と
連
携

し
て
、
担
い
手
農
家
に
農
地

を
仲
介
・
あ
っ
せ
ん
。
耕
作

放
棄
地
の
発
生
防
止
と
農
地

利
用
集
積
に
成
果
を
挙
げ
、

平
成
27
年
度
末
で
、
当
町
の

遊
休
農
地
面
積
は
34
㌶（
０
・

８
％
）、
農
地
利
用
集
積
面

積
は
１
７
２
２
㌶（
40
・
８
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
耕
作
放
棄
地

の
草
刈
り
や
啓
発
看
板
設
置

な
ど
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動
、「
孫

の
手
も
借
り
隊
事
業
」
な
ど

に
よ
る
食
農
教
育
な
ど
に
も

力
を
入
れ
、
地
域
全
体
を
巻

き
込
ん
だ
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

深
澤
会
長
は
「
今
後
も
意

欲
あ
る
担
い
手
農
家
へ
農
地

の
利
用
集
積
を
推
進
し
、
耕

作
放
棄
地
の
解
消
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

力
を
込
め
ま
し
た
。
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５月９日㊊
田の沢～茶屋場～四日市～江刈

消防分署となり広場 9:30 ～ 9:40

茶屋場自治会館 9:45 ～ 9:55

四日市コミュニティセンター 10:00 ～ 10:05

山伸水道事業所前 10:10 ～ 10:20

リサイクルセンター前 10:25 ～ 10:30

下上義光さん宅 10:35 ～ 10:40

大沢口橋 10:45 ～ 10:55

寺田公民館前 11:00 ～ 11:10

第14分団屯所 11:15 ～ 11:30

泉田公民館 11:35 ～ 11:40

岩手栗山バス停 11:45 ～ 11:50

五日市生活改善センタ－ 13:00 ～ 13:05

山岸・公園前 13:10 ～ 13:15

日渡橋 13:20 ～ 13:30

車門公民館 13:35 ～ 13:40

西里バス停 13:45 ～ 13:50

遠矢場林業研修センタ－ 13:55 ～ 14:00

延足章さん宅 14:05 ～ 14:10

旧馬淵小学校 14:15 ～ 14:20

馬淵農村婦人の家 14:25 ～ 14:35

５月12日㊍
江刈川～星野～浦子内～上外川～塚森

平庭自工前 9:30 ～ 9:40

江刈川橋 9:45 ～ 9:50

星野勝秋さん宅 10:00 ～ 10:05

上鍋倉バス停 10:10 ～ 10:15

下鍋倉バス停 10:20 ～ 10:30

鷹ノ巣公民館 10:35 ～ 10:40

馬場正美さん宅 10:45 ～ 10:55

星野生活改善センター 11:00 ～ 11:05

八幡勝幸さん宅 11:10 ～ 11:15

中村哲雄さん宅 12:50 ～ 12:55

森と風のがっこう 13:35 ～ 13:40

山中博道さん宅 13:45 ～ 13:50

外山利文さん宅 13:55 ～ 14:00

髙山清吉さん宅 14:05 ～ 14:10

千葉一博さん宅  14:25 ～ 14:30

鈴木賀津雄さん宅 14:45 ～ 14:50

鈴木鉄雄さん宅 14:55 ～ 15:00

外村広さん宅 15:05 ～ 15:10

５月10日㊋
田代～小屋瀬～元木～土谷川～吉ヶ沢

五葉窪バス停 9:30 ～ 9:35

黒森橋 9:40 ～ 9:45

九蔵坂バス停 9:50 ～ 9:55

旧農協小屋瀬支所  10:00 ～ 10:15

北陽重機前 10:20 ～ 10:25

志民沢バス停 10:30 ～ 10:40

元木バス停 10:45 ～ 10:55

吉田ツタさん宅 11:00 ～ 11:05

土谷川生活改善センタ－ 11:10 ～ 11:20

山本與八さん宅 11:25 ～ 11:30

山崎良雄さん宅 12:50 ～ 12:55

椛ノ木バス停 13:00 ～ 13:05

東舘光夫さん宅 13:10 ～ 13:15

西舘藤則さん宅 13:20 ～ 13:25

千葉正一郎さん宅 13:35 ～ 13:40

中家重夫さん宅 13:50 ～ 13:55

芳田馨さん宅 14:00 ～ 14:05

役場裏堤防 14:45 ～ 15:00

５月13日㊎
平船～小田～田野～冬部～田代～田子

抱石バス停 9:00 ～ 9:05

平船橋 9:10 ～ 9:15

古川戸橋 9:20 ～ 9:25

安孫沢入口 9:30 ～ 9:35

第６分団屯所 9:40 ～ 9:45

坂待屋橋 9:50 ～ 9:55

田野構造改善センタ－ 10:00 ～ 10:05

馬渕橋 10:10 ～ 10:15

前里橋 10:20 ～ 10:25

名前端バス停 10:30 ～ 10:35

旧冬部小中学校 10:40 ～ 10:45

冬部生活改善センター 10:50 ～ 10:55

田屋橋 11:00 ～ 11:05

小倉商店前 11:10 ～ 11:15

田代コミュニティセンタ－ 11:35 ～ 11:40

給食センタ－前バス停 11:45 ～ 11:50

田子ふれあいセンター 11:55 ～ 12:00

役場裏堤防 12:05 ～ 12:20

　４月１日発令の人事異動をお知
らせします。町職員は27人が異動。
人口減少対策として移住・定住を強
力に推進する「いらっしゃい葛巻
推進室」を総務企画課内に新設し
ました。このほか、盛岡中央消防
署葛巻分署は７人、岩手警察署葛
巻駐在所は１人が異動しました。

※（   ）内は前職
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当日の持ち物
①接種料金 3,100円（新規登録
　の場合はこのほかに3,000円）
②通知はがき（４月下旬発送）
③飼い犬手帳

注意事項

▽当日は、犬を抑えられる人が
　連れてきてください。

▽巡回会場で受けることができ
　ない場合は、指定獣医師へ連
　絡の上、同獣医師のところで
　接種するか、往診により接種
　してください。往診には別途
　料金が加算されます。

　※狂犬病予防注射指定獣医師
　　村木高史獣医師
　　（五日市・☎68-2025）

問農林環境エネルギー課
☎66-2111 内線143

狂狂
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病
予
防
巡
回
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射

病
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防
巡
回
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射
をを
実
施
実
施
し
ま
す

し
ま
す

　

狂
犬
病
は
犬
だ
け
で
な
く
人
に
も
感
染
し
、
現
在
も
全
世
界
で
数
万
人
の
命
を

奪
っ
て
い
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
も
し
、
国
内
に
狂
犬
病
が
侵
入
し
て
も
、
犬

が
予
防
注
射
を
受
け
て
い
れ
ば
感
染
は
広
が
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
犬
も
人
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
必
ず
犬
に
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
飼
い
犬
に
愛
情
と
責
任
を

あ
な
た
の
飼
い
犬
に
愛
情
と
責
任
を

「いらっしゃい葛巻推進室」を新設



手作りひな飾り華やか
元木地区の婦人ら主催

　元木自治会（土谷竹男会長）主催のひなまつりは２月
27日から28日までの２日間、元木生活改善センターで開
催され、地区内外から大勢の町民が訪れました。
　このひなまつりを企画したのは、同地区の婦人グループ
「ひだまりサークル」で、メンバーは元村トモさん、土谷
フミヨさん、幅浩子さん、千葉裕美子さんの４人。メンバー
が心を込めて縫い上げたつるし飾りが多数展示されたほか、
創作体験や甘酒の振る舞いなども行われました。
　元村さんは「地区の方からも作品を出してもらい、とて
も華やかに開催できた。今後はテーマを決めて、もっと作
品が集まるよう工夫していきたい」と力を込めました。

広報くずまき・平成28年４月１日〔20〕〔21〕平成28年４月１日・広報くずまき

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

部屋中に華やかに飾られたつるし飾りと創作体験を楽
しむ来場者ら

「うれしいひなまつり」「さくらさくら」など大正琴
の美しい演奏を鑑賞しながら、色鮮やかなひな人形
やひな飾りに見入る葛巻保育園の園児たち

空き店舗でひなまつり
商店街を華やかに彩る

　町商工会女性部（近藤とし子部長、部員57人）主催の「ま
ちなかひなまつり」は２月28日から３月３日までの５日
間、岩手銀行隣接の空き店舗（新町）を利用して開催され、
町内外から来場した約300人が桃の節句を楽しみました。
　部員が所有するひな人形や、手作りの色鮮やかなつるし
飾りを多数展示。大正琴の演奏も行われ、店内は華やかな
雰囲気に包まれました。来場者は、小物作りの体験をした
り、甘酒を味わいながらゆっくりと鑑賞に浸りました。
　葛巻保育園の園児も多数来場。園児らは「こんなにたく
さんのひな人形が見れてうれしい」「琴の音色がバイオリ
ンみたいにきれい」と目を輝かせていました。

食を通じた活性化探る
有名シェフ招き講演会

　くずまき高原牧場主催の「食からはじまる地域づくり
講演会」が３月14日、同牧場もく・木ドームで開催され、
県内外から参加した約100人が、食を通じた地域の活性化
と魅力発信について方策を探りました。
　山形県鶴岡市の有名イタリア料理店「アル・ケッチァー
ノ」のオーナーシェフ・奥田政行さんが講演。奥田さんは
「多くの方に注目してもらうためには、地域全体に散らば
る食材を一つずつ磨きブランドに育て、豊かになる工夫を
みんなで考えなければならない」と強調しました。
　交流会も行われ、参加者は葛巻の食を味わいながら、町
の食文化や自然環境などの魅力を語り合いました。

進学就職100％を達成
葛巻高校47人が巣立つ

　葛巻高校（梅津久仁宏校長、生徒132人）の第46回卒
業式は３月１日、同校体育館で行われ、47人が新しい進
路に向けて学舎を巣立ちました。
　梅津校長が卒業生一人一人に卒業証書を手渡し、「多く
の学びと経験から、地域に貢献する力とグローバルな視野
を兼ね備えた人間に成長することを期待します」とはなむ
けの言葉を贈りました。
　続いて鈴木重男町長が「一度は町を離れても、将来は活
躍の場を葛巻に移し、古里の発展に貢献するということを
心に留めておいてほしい」と祝辞を述べました。
　今年度の卒業生も進学、就職とも100％を達成しました。

今待地区にある町森林組合の炭窯を見学する葛巻地
区森林愛護少年団の子どもたち。同組合の竹川理事
㊧の説明に熱心に耳を傾けた

特産品の魅力アップへ
約30人がアイデア絞る

　岩手銀行主催の「森林環境学習」「金融教育セミナー」
が２月27日、今待地区の町森林組合の炭窯と薪の学校（旧
田野小）で行われ、小屋瀬小児童などで構成する葛巻地区
森林愛護少年団やその育成会など約30人が参加しました。
　町森林組合の竹川高行理事が講師を務めた森林環境学習
では、炭作りを見学したほか、座学で森林の働きなどを学
び、岩手銀行職員が講師を務めた金融教育セミナーでは、
銀行の役割や自然保護について理解を深めました。
　千葉美

み

珠
ず

樹
き

さん（小屋瀬小６年）は「身近にある森林を
詳しく知ることができて良かった。これからもっと意識し
て葛巻の自然を大切にしていきたい」と誓いました。

森林の働きや金融学ぶ
セミナーに児童ら参加

　葛巻産品の価値向上やより多くの人を呼び込む方法を考
える「魅惑くずまきアイデアソン」が３月12日から13日
までの２日間、くずまき高原牧場を主会場に町内外から約
30人が参加し行われました。
　盛岡市の㈱クレセントと町、くずまき高原牧場、くずま
きワインが共催。初日はチーズ作り体験やワイン工場を見
学し、町の魅力を再確認しました。
　翌日は、講師の㈱クレセント顧問 剱

けん

持
もつ

勝
まさる

さん指導の下、
「顧客の抱える課題とその解決方法」をテーマに、参加者
はグループごとに決めたチーズやワインといった特産品の
魅力向上についてアイデアを出し合いました。

参加した約 100 人が、奥田シェフの熱意あふれる講演
に聞き入った。本講演会は、町の「くずまき型持続可
能な産業づくり支援事業」を活用し開催された

くずまき高原牧場でチーズ作りを体験する参加者

晴れ晴れとした表情で、梅津校長から卒業証書を受
け取る卒業生
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三
浦　

聡
明
さ
ん

目時 茉
ま お

緒ちゃん 滝又 遥
はるま

馬くん
（３歳８カ月・吉ヶ沢）
登さん・美智子さん長女

（３歳７カ月・名前端）
豊さん・美智子さん長男

　イチゴが大好物の「まお」。家で
は元気におもちゃのマイクを持って
歌っています。お人形遊びが好きで、
性格はおっとり。最近、夕飯の準備
を手伝ったり、妹の面倒を見てくれ
るようになりました。大きくなった
ら、優しく育って、人の役に立つお
仕事をしてほしいです。 　　美智子

　戦隊モノが好きで、いつも戦い
ごっこで遊んでいる「はるま」。リ
ンゴが大好物です。前はおっとりし
た性格でしたが、成長するにつれ活
発になり、今は元気でマイペースな
性格です。最近、自分でお着替えで
きるようになりました。健康で優し
い子に育てほしいな。　　　 美智子

－ 406－

263

山村 リキエさん
（80歳・栗山）

　
「
若
い
頃
に
大
き
な
ケ
ガ
や
病
気
も
し
な

か
っ
た
お
陰
で
長
生
き
で
き
て
ま
す
」
と
、

話
す
リ
キ
エ
さ
ん
。
今
は
病
院
な
ど
で
、
い

ろ
い
ろ
な
人
と
会
話
を
す
る
の
が
楽
し
み
と

の
こ
と
。

　

青
春
時
代
は
旧
山
形
村
で
過
ご
し
、
大
人

に
な
っ
て
か
ら
葛
巻
に
戻
っ
て
き
て
、
畑
仕

事
で
汗
を
流
し
た
そ
う
で
す
。

　
「
大
き
な
心
配
事
や
不
安
も
な
く
、
毎
日

を
穏
や
か
に
生
活
で
き
て
満
足
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
元
気
に
過
ご
し
た
い
で
す
ね
」
と
、

優
し
い
笑
顔
の
リ
キ
エ
さ
ん
で
す
。

人とのつながりを大切に
◆勤め先は？
　ビルド遠藤で事務と、除雪や道路維持
の現場管理をしています。現場では、地
域の方々と関わることが多いので、人と
のつながりを大切にするよう心掛けてい
ます。
◆自分の性格は？
　ポジティブでおおざっぱな性格です。
◆趣味・特技は？
　パソコン、インターネット、読書が趣
味です。
◆今、一番したいことは？
　京都に行きたいですね。大学が京都だっ
たので、久しぶりに大学時代の友人に会
いたいです。
◆理想の女性像は？
　一緒にいて落ち着けて、話が合う女性
が理想です。
◆将来の夢は？
　年相応の落ち着いた大人になっていた
いです。
◆最後にひと言
　町内のいろいろな工事で、町民の方に
はご迷惑をお掛けすることもありますが、
よろしくお願いします。

　
（
29
歳
・
茶
屋
場
）

〔23〕平成28年４月１日・広報くずまき 広報くずまき・平成28年４月１日〔22〕

町民のひろば町民のひろば
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若さあふれる”牛飼い女子”グループ

「P
プ エ ラ リ エ

ueraria o
ワ ン ズ

nes」が活動スタート！

設立総会に出席した前列左から清水野葉月さん、川村郁恵さん、栗村優香さん、村
澤真澄さん、上野藍さん、後列左から川﨑淳美さん、加賀谷真奈美さん、鈴木千明
さん、千葉桃恵さん、上山奈都美さん、千葉一美さん

　３月８日、町内の酪農および肉用牛に携わる若い女性のグルー
プ「Pueraria ones」※の設立総会が総合センターで行われ、20
代から40代までのメンバー 16人のうち11人が出席しました。
　総会では、グループ規約や役員のほか、女性の視点を生かした
研修会や交流会開催などの活動計画が満場一致で承認されました。
今後、おそろいのユニホーム（つなぎ）を作る予定となっており、
メンバーは、活動を積極的にＰＲしながら、交流を深めていきた
いと意欲満々です。
　※グループ名の「Pueraria ones」は英語で「葛の花」の意味。
■役員・会員紹介（敬称略）
【会長】村澤真澄（山岸）　【副会長】栗村優香（栗山）、高宮幸恵（中村）
【会計】川村郁恵（栗山）　【監事】千葉桃恵（小屋瀬）、酒井真智子（茶屋場）
【会員】清水野葉月（江刈馬渕）、加賀谷真奈美（山岸）、鈴木千明（小屋瀬）、
上野藍（江刈馬渕）、木戸場真紀子（小苗代）、遠藤美咲（野中）、上山奈都美（吉ヶ
沢）、川﨑淳美（遠矢場）、外山八千代（上外川）、千葉一美（小屋瀬）

メンバー募集中！  気楽に参加を

　グループの大半は町外出身者で、仲間づくり
にもなるし、息抜きや気分転換にもなります。
仕事や育児など、お互いが気楽に相談し合える
雰囲気づくりを心掛けていきたいと思います。
また、つながりをもっと広くし、会を盛り上げ
ていきたいと思っていますので、興味のある方、
入会希望の方は、気軽に村澤まで（自宅 ☎68-
2236）ご連絡ください。会長  村澤真澄さん

茶屋場えんぶり保存会による「門打ち」【2/28・町内７カ所】 第46回 葛巻高校卒業式【3/1・卒業生47人】葛巻病院 阿部医師が保育遊具を寄付
葛巻病院内科の阿部郁夫
医師が葛巻保育園に保育
遊具（エイトブロック）
を寄付。そのお礼として
園児が阿部医師に感謝の
色紙を贈りました。
【3/24・葛巻保育園】



■小田やすらぎの家民俗資料館（旧小田小）
　　　　　　　　　　　　　　小田地区で実際に使わ
　　　　　　　　　　　　　れていた農具などを用途
　　　　　　　　　　　　　別に分類し、どのような
　　　　　　　　　　　　　場面で使われていたか写
　　　　　　　　　　　　　真付きで解説しています。

■町郷土資料展示室（葛巻小３階）
　往時の調度品や農具などを「住まい・民具」「食生活」
「野良仕事」「牛馬・製糸」
「山仕事・大工仕事」「歴
史・考古」の６つの部門
に分類し展示しており、
町の歴史を垣間見ること
ができます。

　町郷土資料展示室（葛巻小３階）、小田やすらぎの
家民俗資料館の見学者を募集しています。
　希望者には、町文化財保護委員が詳しく解説を行い
ますので、教育委員会へ気軽にお問い合わせください。
また、郷土資料や文化財について情報などがありまし
たら教育委員会へご連絡ください。

〔25〕平成28年４月１日・広報くずまき

◉
開
館
時
間･･･

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

◉
休　
館　
日･･･

年
末
年
始

本
の
紹
介

◥公民館
  

図
書
室
か
ら

広報くずまき・平成28年４月１日〔24〕

『真田十勇士』『真田十勇士』
松尾 清貴 作松尾 清貴 作

　村が賊に襲われ、浅間山は噴
火したあの夜。佐助は見覚えの
ない老人に命を救われ、山奥の
小屋へと連れ去られた。そこで、
佐助を待ち受けていたのはあま
りにも過酷な運命だった。猿飛
佐助、霧隠才蔵･･･あの伝説の
忍者たちはこうして生まれた！
十勇士を語り尽くした決定版！

『みんなのくまくまパン』
西村 敏雄 作西村 敏雄 作

　くまくまパンは大人気のパン屋
さん。ある日、王子様のためのパ
ンを作ることに。くまさんはク
リームパン、しろくまさんはソー
セージパンを作ります。おいしそ
うなにおいが広がり、お城の周り
に子どもたちが集まるほど。けれ
ども、王子様は食べてくれません。
そのとき、お城の外から声が･･･

『啄木の手紙を読む』『啄木の手紙を読む』
池田 功 作池田 功 作

　2016年２月に生誕130年を迎
える石川啄木。その手紙は100
年以上前に書かれたものでも、
ブログの感覚で今の読者に訴え
かけてくるものがある。そこに
は恋愛感情、病苦などが率直に
記され、しかも社会主義への思
想の深まりが分かり面白い。手
紙から新たな啄木像を発見する。

んなのくまくまパン』んなのくまくまパン』

「スキー場  一人でリフト  どきどきだ｣  　芳田 綺華さん（吉ヶ沢小４年）の作品

　

希
望
郷
い
わ
て
国
体
の
町
実
行
委
員
会

平
成
27
年
度
常
任
理
事
会
が
３
月
17
日
、

総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
の
は
じ
め
に
、
実
行
委
員
会
長
の

鈴
木
重
男
町
長
が
「
国
体
開
催
に
向
け
町

民
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
誰
も
が

良
か
っ
た
と
思
え
る
国
体
に
し
よ
う
」
と

あ
い
さ
つ
。
花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
お
も
て

な
し
事
業
な
ど
、
町
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

＝特集＝

2016希望郷
いわて国体

　小学校で実施している「放課後子ども教室」の安全管理員を
募集します。安全管理員は児童の見守りをし、遊びやスポーツ
などで多くの子どもたちと触れ合うことができます。関心のあ
る方はお気軽にお問い合わせください。
■応募要件　18歳以上の方（高校生除く。男女不問）
■活動日・時間　月曜日から金曜日までの週２～３回（学校に
よって曜日が異なります）、15～ 17時
■活動場所　葛巻小、小屋瀬小、江刈小、五日市小のいずれか
■任用期間　５月１日～平成29年２月28日
　※申し込みは随時受け付けます。
■謝礼　日額1,200円を支給します。
■問い合わせ・申し込み先　教育委員会 ☎66-2111 内線275

安全管理員を募集します

葛巻地区更生保護女性の会の指導の下、へっちょこ
だんご作りを体験する子どもたち（葛巻小）

■図書館車「やまどり号」が巡回します

▽対象者　町内在住、町内勤務の人なら誰でも
本を借りることができます。

▽利用方法　① 巡回日程に合わせ、事前申込を
受けた場所近くの駐車場までバスが運行しま
す。②読みたい本を選んで係員に提出してく
ださい。なお、利用には登録が必要です。

▽貸出期間　約４週間（次の巡回日まで）
　※個人のほか、団体貸出もしています。

▽４月の巡回日　14日㊍＝江刈・北部・江刈川方
面、15日㊎＝五日市・馬淵方面、18日㊊＝小
屋瀬・吉ヶ沢方面、19日㊋＝田代～茶屋場

問公民館 ☎66-2111 内線162

■いきいきスポーツ大学（全33回）
　仲間と一緒にスポーツを楽しみませんか？

▽４月～ 11月　第２・第４木曜日 13時30分～ 15時

▽ 12月～ ３月　毎週木曜日 　      13時30分～ 15時

▽場所　社会体育館

▽対象　町民および町内に勤務する成人（先着30人）

▽申込料　500円（スポーツ安全保険加入希望者1,850円）
※運動できる服装、上履きを持参してください。

問ＮＰＯ法人町体育協会 ☎66-3607 

郷土
資料館

葛巻町開催まであと184日！

大
会
運
営
実
施
本
部
を
設
立

準
備
が
い
よ
い
よ
本
格
化

小学校「放課後子ども教室」

葛巻町での開催種目と日程・会場

軟式野球
【成年男子／正式種目】

ネオホッケー
【デモスポ競技／県内選手】

■10月２日㊐～４日㊋
■総合運動公園野球場

■10月９日㊐
■社会体育館

と
し
て
取
り
組
む
企
画
や
競
技
運
営
に
つ

い
て
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
大
会
運
営
実
施
本
部
を
立
ち
上
げ
、

開
催
に
向
け
組
織
を
強
化
し
、
準
備
が
い

よ
い
よ
本
格
化
し
ま
す
。

　

国
体
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
ま
だ
ま
だ

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
教
育
委

員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「町民一体となって取り組んでいこう」とあいさつする鈴木町長

見学者随時募集中

問教育委員会 ☎66-2111 内線272

問教育委員会 ☎66-2111 内線275
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特
定
健
診
、
が
ん
検
診
が

一
部
を
除
き
無
料
に

　

平
成
28
年
度
か
ら
特
定
健
診
と
、

が
ん
検
診
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
社
会
保
険
に
加
入
し
て

い
る
家
族
の
方
は
、
特
定
健
診
の
み

昨
年
度
ま
で
と
同
様
に
健
診
料
金
が

か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

健
診
を
受
け
る
と

こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が

①
医
療
費
が
安
く
な
り
ま
す

　

健
診
の
受
診
者
と
未
受
診
者
の
医

療
費
を
比
べ
る
と
、
未
受
診
者
は
健

診
を
受
け
て
い
る
人
に
比
べ
て
、
２

倍
近
い
医
療
費
が
か
か
っ
て
い
る
と

い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。３月２日の幼児歯科健

康診査で虫歯がなかっ
たお友達です。

虫歯ゼロ
わたしわたし

ぼくぼく

（６歳・星野）
竹花 颯

そう

真
ま

くん

（３歳・触沢）
触沢 心

み

咲
さき

ちゃん

（３歳・新町）
熊谷 美

み

里
さと

ちゃん

健康福祉ネットワーク【問い合わせ先】健康福祉課 ☎66-2111

春
の
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
を
実
施
し
ま
す

　

う
つ
病
に
つ
い
て
適
切
な
対
応
方

法
や
家
族
の
セ
ル
フ
ケ
ア
な
ど
の
学

習
会
と
、
家
族
同
士
の
分
か
ち
合
い

を
行
い
ま
す
。

▽
対
象　

医
療
機
関
で
う
つ
病
と
診

断
さ
れ
、
現
在
治
療
を
受
け
て
い
る

方
の
ご
家
族
。
定
員
10
人
程
度
。
原

則
全
日
程
参
加
可
能
で
あ
る
こ
と
。

▽
日
時　

全
５
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

４
月
28
日
㊍
、
５
月
26
日
㊍

６
月
23
日
㊍
、
７
月
28
日
㊍

８
月
25
日
㊍

各
回
と
も
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▽
場
所　

県
福
祉
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
（
盛
岡
市
本
町
通
３
ー
19
ー
１
）

▽
申
込
み　

４
月
21
日
㊍
ま
で
に
同

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
に
「
ア
ル
コ
ー
ル
家
族

教
室
」「
薬
物
依
存
症
者
家
族
教
室
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
９
・
６
２
９
・
９
６
１

７
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

を
実
施

✿
✿

✿

✿
健
診
ををを

✿✿✿

✿

広報くずまき広報くずまき・平成28年４月１日・平成28年４月１日〔26〕〔26〕

②
早
期
発
見
、
早
期
治
療
で
、
が
ん

は
治
る
病
気
に

　

日
本
人
の
２
人
に
１
人
は
が
ん
に

か
か
り
、
３
人
に
１
人
は
が
ん
で
亡

く
な
る
ほ
ど
、
が
ん
は
身
近
な
病
気

で
す
。

　

が
ん
は
検
診
で
早
期
に
発
見
す
れ

ば
治
す
こ
と
も
で
き
、
今
や
「
が
ん

＝
死
」
で
は
な
く
「
が
ん
＝
治
る
病

気
」
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

健
診
日
程
と
会
場

　

４
月
７
日
か
ら
５
月
８
日
ま
で
、

町
内
23
会
場
で
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

日
程
や
場
所
な
ど
詳
し
く
は
、
保
健

委
員
が
配
布
し
た
チ
ラ
シ
、
ま
た
は

31
ペ
ー
ジ
の
広
報
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

健
診
の
申
し
込
み
を
し
て
い
な
く

て
受
診
を
希
望
す
る
方
は
、
地
区
の

保
健
委
員
ま
た
は
、
健
康
福
祉
課
へ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

４
月
７
日
㊍
〜
５
月
８
日
㊐

看護職員等
養成修学資金

■募集する職種と人数
　看護師１人、保健師１人
　薬剤師１人、診療放射線技師１人
■提出書類
　次の書類を５月６日(金)までに健康福
祉課へ提出してください。①看護職員等
養成修学資金貸付申請書　②誓約書　③
戸籍抄本または戸籍一部事項証明書　④
履歴書　⑤健康診断書　⑥在学証明書と
学業成績証明書　⑦学校などに毎月納付
する費用額とその内訳が確認できる書類
※申請書類は町ホームページから取得で
　きます。郵送希望の方は健康福祉課へ
　ご連絡ください。
■書類の提出方法

▽持参する場合　受付時間は、土・日・祝
　日などを除く平日の午前８時30分から
　午後５時15分まで。 

▽郵送の場合　簡易書留など記録が残る
　方法により提出してください。
■選考方法
　書類審査と面接により決定します。面
接は実施しない場合もあります。 
■保証人
　２人の保証人が必要です。

■貸付額など 

▽貸付内容　学校などに納付する（して
　いる）学費と入学金

▽限度額　以下の金額を上限として、１
　万円単位で希望額を申請できます。

職種 月額貸付
上限額

入学金貸付
限度額

薬剤師 20万円

35万円
看護師

10万円保健師
診療放射線技師

▽ 貸付額の決定　貸付希望額を精査し、
　適当と認められる額を貸し付けします。

▽貸付利子　無利子 

▽貸付期間　貸付決定から卒業する月ま
　での間であって、正規の修学年限を超
　えない期間

▽貸付方法　毎月、指定口座へ振り込み
　ます。  
■償還の免除
　貸付金は学校など卒業後、返還しなけ
ればなりませんが、町内の指定施設で一
定期間勤務した場合、一部または全部を
免除します。

募集期間／４月４日㊊～５月６日㊎

県
精
神
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
う
つ
病
家
族
教
室
」

を
開
催
し
ま
す 療育支援員

下田 妙子さん
療育支援員
松舘ひかりさん

　町では、一人一人に合った子育
てを支援するため、二戸市発達支
援センター「風」の療育支援員に
よる相談活動を行っています。
　子どもの発達には個人差があり、
育児書どおりにはいかないことが
多いものです。育児の悩みや不安
を一人で抱え込まず相談してみま
しょう。

■どんなことを相談できるの？

▼保護者や養育している方からの
子育ての悩みや、子どもの発達に

関すること（極端に寝付きが悪い、
名前を呼んでも振り向かない、言
葉が遅く会話にならないなど）

▼就園している子どもの集団生活
に関する悩み（ご飯を食べない、
言葉が出ない、音や感覚が過敏、
一人で遊ぶことが多いなど）
■いつ相談できるの？
　毎月１回程度、保育園への訪問、
３歳児健診での個別相談、家庭訪
問を実施しています。
　日程など詳しくは、健康福祉課
へお問い合わせください。

修学生を募集します

　看護師などの専門職を養成する学校などに在学し、将来、町内の
指定施設で就職を希望する方に対し、町では無利子で修学資金の貸
し付けを行います。さらに、一定の条件を満たせば、貸し付けた修
学資金の返済を免除しますので、ぜひ当貸付制度をご利用ください。
詳しくは健康福祉課へお問い合わせください。

「療育支援員」に
気軽にご相談ください

子育てに関する悩みはありませんか？

　

４
月
７
日
か
ら
５
月
８
日
ま
で
、
春
の
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

生
活
習
慣
病
や
が
ん
は
、
自
覚
症
状
が
な
く
、
病
気
の
進
行
に
も
気
が
付
き
に
く

く
、
手
遅
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
あ

の
時
、
健
診
を
受
け
て
い
れ
ば･･･
」
と
、
後
悔
し
な
い
た
め
に
も
、
年
１
回
の
健

診
で
、
自
分
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
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お 知 ら せ

町内の求人情報

岩手ケーブルテレビジョンから
　テレビ視聴利用料金525円/月（減テレビ視聴利用料金525円/月（減
免対象者は半額）の口座振替日は４免対象者は半額）の口座振替日は４
月18日(月)です。未納が３カ月続く月18日(月)です。未納が３カ月続く
と、テレビを視聴できなくなりますと、テレビを視聴できなくなります
のでご注意ください。のでご注意ください。
問岩手ケーブルテレビジョン葛巻セ問岩手ケーブルテレビジョン葛巻セ
ンター ☎68-7101ンター ☎68-7101

●●４月の眼科の診療日４月の眼科の診療日
　月・火曜日の午前中です。　月・火曜日の午前中です。

〔29〕平成28年４月１日・広報くずまき

●●４月の整形外科の診療日４月の整形外科の診療日
　５日㊋、12日㊋、19日㊋の午前中　５日㊋、12日㊋、19日㊋の午前中
です。です。

葛巻病院からのお知らせ入札結果（落札額は税込み）
【２月26日入札分】

1江刈小学校校舎改装工事

▼▼請負者…大伸工業請負者…大伸工業㈱㈱

▼▼落札額…504,360,000円落札額…504,360,000円

▼▼指名業者…㈱恵工業、大伸工業㈱、指名業者…㈱恵工業、大伸工業㈱、
樋下建設㈱、㈱丹野組、東野建設工樋下建設㈱、㈱丹野組、東野建設工
業㈱、㈱タカヤ業㈱、㈱タカヤ
2町整備型浄化槽設置第360号工事

▼▼工事場所…小苗代地区工事場所…小苗代地区

▼▼請負者…㈲山伸水道工業所請負者…㈲山伸水道工業所

▼▼落札額…1,317,600円落札額…1,317,600円

▼▼指名業者…馬渕川設備㈱、㈲山伸指名業者…馬渕川設備㈱、㈲山伸
水道工業所、㈲八紘カイハツ水道工業所、㈲八紘カイハツ

？？
　

３
月
１
日
、
葛
巻
高
校
で
卒
業
式
が
行

わ
れ
、
卒
業
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ち
が
３
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に
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を
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ま
し
た
。
さ
て
、
今
年
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葛
巻
高

校
の
卒
業
生
は
何
人
だ
っ
た
で
し
ょ
う
？
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①
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②
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③
56
人
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い
」
で
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た
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２月のふるさと納税
区分 件数 金額(円)
５千円 ２ 10,000
１万円 ２ 20,000
２万円 ２ 40,000
３万円 １ 30,000
計 ７ 100,000

今年度累計 79 3,465,000

日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

１ ２

３ ④ ⑤ ６ ７ ８ ９

10 ⑪ ⑫ 13 14 15 16

17 ⑱ ⑲ 20 21 22 23

24 ㉕ ㉖ 27 28 29 30

■一般社団法人 葛巻町畜産開発公社
①一般事務員 ②不問 ③1人 ④134,400円~168,
000円 ⑤03011‒191261 ⑥パソコン操作
■社会福祉法人 誠心会
①介護士 ②不問 ③1人 ④119,680円~142,560円 
⑤03011‒201661 ⑥不問
■㈱グリーンテージくずまき
①接客 ②59歳以下 ③1人 ④123,200円~132,000
円 ⑤03011‒167561 ⑥普通自動車免許
①清掃 ②不問 ③1人 ④115,000円~123,750円 ⑤
03011‒150461 ⑥普通自動車免許
■㈲山下建設
大工見習い ②25歳以下 ③1人 ④143,980円~

161,000円 ⑤03011‒161961 ⑥普通自動車免許
■㈲上遠野工務店
大工見習 ②59歳以下 ③2人 ④138,000円~

161,000円 ⑤03011-160861 ⑥普通自動車免許
■㈱阿部土建エンタープライズ
土木普通作業員 ②64歳以下 ③1人 ④160 

,000円~210,000円 ⑤03011‒162161 ⑥普通自動
車免許
①オペレーター ②不問 ③3人 ④172,800円~
216,000円 ⑤03011‒164361 ⑥重機運転経験
(バックホウ)､車両系建設機械(整地用)､普通自
動車免許
■北陽重機 幅陽三
①オペレーター ②不問 ③2人 ④168,000円~
192,000円 ⑤03011‒165661 ⑥普通自動車免許､
重機関係資格免許
■アパレル中央㈱
①縫製工 ②不問 ③3人 ④120,400円 ⑤03011‒
176561 ⑥普通自動車免許
■馬渕川設備㈱
配管工（見習い）②59歳以下 ③1人 ④

126,000円~189,800円 ⑤03090‒520861 ⑥普通自
動車免許
配管工 ②59歳以下 ③1人 ④156,800円~

238,200円 ⑤03090‒521961 ⑥普通自動車免許
■葛巻町酪農ヘルパー利用組合
①酪農家代行作業 ②不問 ③2人 ④50,000円~
150,000円 ⑤03011‒189161 ⑥普通自動車免許
■㈲高吟製材所
①木材の加工 ②不問 ③2人 ④138,000円 ⑤
03011‒180061 ⑥普通自動車免許
事務 ②59歳以下 ③1人 ④128,800円 ⑤03011

‒179861 ⑥パソコン操作、普通自動車免許
■医療法人 敬仁会
①介護員 ②59歳以下 ③1人 ④142,320円~
160,800円 ⑤03011‒166261 ⑥不問
介護支援専門員 ②59歳以下 ③1人 ④165,000

円~205,000円 ⑤03011‒155061 ⑥ケアマネー
ジャー資格、普通自動車免許

◎就業を希望する人は、ハローワーク沼宮内(☎
62-2139)に求人Noを告げてお問い合わせくださ
い。求人情報は、役場１階ロビーでも配布して
います。

①職種 ②年齢 ③求人数 ④基本給 ⑤求人No.　 
⑥資格など　注） は正社員採用

小児救急病院夜間受入当番医
 岩手医大病院　   ☎019-651-5111
４月 3.6.8.11.15.17.20.22.25.27.30日
５月 2.5.8日
 県立中央病院　　☎019-653-1151
４月 1.4.7.9.13.14.16.18.21.24.26.28日
５月 1.4.6.9日
 盛岡赤十字病院　☎019-637-3111
４月 10.29日
 もりおかこども病院　☎019-662-5656
４月 2.23日
５月 7日
 川久保病院　　　☎019-635-1305
４月 5.12.19日
５月 3.10日

休日当番医
 月日 医療機関  電話番号
４月３日 葛巻病院 66-2311
10日 西島医院 66-2210
17日 葛巻病院 66-2311
24日 葛巻病院 66-2311
29日 葛巻病院 66-2311

５月１日 西島医院 66-2210
３日 葛巻病院 66-2311
４日 葛巻病院 66-2311
５日 葛巻病院 66-2311
８日 西島医院  66-2210 

マイマイガの
卵塊を除去しましょう

　精神障害者保健福祉手帳を持って
いる方のバス運賃の割引が４月１日
(金)から始まります。
【対象者】精神障害者保健福祉手帳を
お持ちの方（本人のみ）
【対象路線】岩手県交通㈱、岩手県北
自動車㈱、ジェイアールバス東北㈱
の県内一般路線バス
【割引率】普通運賃が半額
【利用方法】運賃支払時に手帳の写真
が貼付されたページを乗務員へ提示。
詳しくはお問い合わせください。
問健康福祉課 ☎66-2111 内線152

バス運賃の割引が始まります

内　　容 件数 金額(円)

会議などの会費 77 52,00052,000

祝賀会などのお祝い 33 14,00014,000

その他 44 44,00044,000

計 1414 110,000110,000

２月の町長交際費

温かい志
　社会福祉協議会に温かい志が寄せ
られました。ありがとうございます。
　遠藤幸助さん（新町）　  100,000円
　遠藤金治さん（小屋瀬）100,000円
　大上タキさん（城内小路）    50,000円

  

問農林環境エネルギー課 ☎66-2111 内線144

平成28年度
山火事防止標語運動統一標語

　   誓います
          　森の安全  
　　 　 　 火の始末 

■山火事に注意！
　この時期は、空気の乾燥や強風など、火
が燃え広がりやすい状況となりますので、
山火事には十分注意しましょう。

　　　　　　　　　　      　　 葛巻町山火事防止運動月間４月１日～５月31日

特別警報について
　大雨や津波などにより重大な災害
の発生する恐れがある場合、盛岡地
方気象台では、警報や特別警報など
を発表して厳重な警戒を呼び掛けて
います。
　特別警報は、「東日本大震災」や「平
成27年９月関東・東北豪雨」のよう
に、数十年に一度程度の大雨や津波、
高潮などにより重大な災害の起きる
恐れが著しく高まっている場合に発
表されます。
　特別警報が発表された場合、お住
まいの地域は非常に危険な状況にあ
ります。なお、平成27年11月19日か
らは、携帯電話やスマートフォンな
どに向けた緊急速報メールで「気象
などに関する特別警報」と「噴火に
関する特別警報」の配信が始まり、
気象庁が発表する全ての特別警報が
緊急速報メールで配信されています。
　特別警報が発表された場合や緊急
速報メールを受信した場合は、ただ
ちに地元市町村の避難情報などを確
認し、周囲の状況に応じて、適切な
行動をとってください。また、日ご
ろから周囲の危険箇所や避難場所、
避難経路を確認しておきましょう。
特別警報ついて詳しくは、気象庁ホー
ム ペ ー ジ（http://www.jma.go.jp/
jma/kishou/know/tokubetsu-keiho/
index.html）をご覧ください。
問気象庁盛岡地方気象台
　☎019-622-7870

ご注意ください

　住宅や庭木などにマイマイガの卵
塊がないかを確認しましょう。早め
に卵塊を除去することで、幼虫のふ
化を防ぎ、大量発生を予防すること
ができます。
問農林環境エネルギー課
　☎66-2111 内線143

開催します
盛岡手づくり村30周年記念
　盛岡手づくり村では開業30周年を
記念し「盛岡広域ふるさと春まつり
2016」を開催します。
【日時】５月３日(火) ～５日(木) ９時
～ 16時
【場所】盛岡手づくり村
【内容】盛岡広域地場食品展、特別体
験教室、盛岡広域郷土芸能披露など
問盛岡地域地場産業振興センター
　☎019-689-2201

振替納付日について
　平成27年分確定申告の所得税およ
び復興特別所得税の振替納付日は、
４月20日(水)、消費税および地方消
費税の振替納付日は４月25日(月)で
す。所得税や消費税税などを期限内
に納付できなかった場合や、振替口
座の残高不足などで振替できなかっ
た場合には、法定納期限の翌日から
納付の日まで延滞税がかかります。
延滞税の計算方法など詳しい内容
は、国税庁ホームページ（www.nta.
go.jp）をご覧ください。

盛岡税務署より

未成年者の飲酒防止強化月間
　４月は「未成年者飲酒防止強化月
間」です。成長過程にある未成年者
の飲酒は、身体的・精神的に大きな
リスクがあるだけではなく、社会的
にも大きな影響を与えます。国税庁
では、酒類業者に対して、未成年者
に酒類を販売しないよう指導すると
ともに、各業界団体に対し、未成年
と思われる者に対する年齢確認の徹
底などを要請しています。詳しく
は国税庁ホームページ（www.nta.
go.jp）をご覧ください。

携帯電話サービスエリア拡大
　国補助事業を活用し、携帯電話不
感地域となっていた土谷川地区の一
部に携帯電話基地局の整備を行いま
した。４月から順次、ＮＴＴドコモ、
ＫＤＤＩ、ソフトバンクのサービス
エリアが拡大されます。

町観光ガイドブック「高原へいらっしゃい」　町の観光
ガイドブックが完成しました。町の魅力や町内をエリア
ごとに分けて紹介。持ち運びしやすいサイズ（縦18㌢
×横15㌢）でモデルコースも載っているので、葛巻観
光の参考にピッタリです。役場や町内各施設で配布し
ていますので、ぜひ手に取ってご覧ください。



日 曜 主 な 行 事 時　間 場　　　所

１ 金 サイレン点検日 正午

２ 土
❸ 日
４ 月

５ 火 入学式（小屋瀬中）
子育てサロン 10:00~12:00 保健センター

６ 水 入学式（小屋瀬小、葛巻中、
江刈中）

７ 木
入学式（吉ヶ沢小、江刈小、
五日市小、葛巻高）
生活習慣病予防健診  7:00~ 9:30 四日市コミュニティセンター

８ 金

入学式（葛巻小）
生活習慣病予防健診
なかよし広場
心配ごと相談

 7:00~ 9:30
 9:00~11:30
 9:00~12:00

立神会館
保健センター
保健センター

９ 土
10 日
11 月 生活習慣病予防健診  7:00~ 9:30 江刈農村センター

12 火 生活習慣病予防健診
子育てサロン

 7:00~ 9:30
10:00~12:00

田野構造改善センター
保健センター

13 水
配食サービス
生活習慣病予防健診
山火事防止パレード

 7:00~ 9:30
14:00~

田代コミュニティセンター
町内

14 木
生活習慣病予防健診
いきいきスポーツ大学①
やまどり号巡回

 7:00~ 9:30
13:30~

田子ふれあいセンター
社会体育館
江刈・江刈川・北部方面

15 金

生活習慣病予防健診
なかよし広場・親子スポーツ教室
県司法書士会無料相談会
やまどり号巡回

 7:00~ 9:30
 9:00~11:30
16:00~19:00

新町自治会館
保健センター
総合センター
五日市・馬淵方面

16 土 消防操法指導会・中隊訓練  9:00~ 総合運動公園駐車場

17 日

クリーン葛巻行動の日（道路の部）
第42回県北ブラックアンド
ホワイトショウ
町野球審判講習会

 9:30~

 9:00~

くずまき高原牧場

総合運動公園野球場

18 月 生活習慣病予防健診
やまどり号巡回

 7:00~ 9:30 象鼻会館
田代～吉ケ沢

19 火
生活習慣病予防健診
子育てサロン
やまどり号巡回

 7:00~ 9:30
10:00~12:00

茶屋場自治会館
保健センター
田子～四日市

日 曜 主 な 行 事 時　間 場　　　所

20 水 生活習慣病予防健診
心配ごと相談

 7:00~ 9:30
 9:00~12:00

遠矢場林業研修センター
保健センター

21 木
配食サービス
生活習慣病予防健診
　　〃　　（結核・肺がんのみ）

 7:00~ 9:30
10:30~10:45

橋場生活改善センター
寺田公民館

22 金
生活習慣病予防健診
　　〃　　（結核・肺がんのみ）
なかよし広場

 7:00~ 9:30
10:30~10:45
 9:00~11:30

星野生活改善センター
鷹ノ巣公民館
保健センター

23 土

24 日 生活習慣病予防健診
第39回県北バスケットボール大会

 7:00~ 9:30
 9:00~

保健センター
社会体育館

25 月 生活習慣病予防健診  7:00~ 9:30 ゆきわり荘

26 火 生活習慣病予防健診
子育てサロン

 7:00~ 9:30 
10:00~12:00

小屋瀬農村センター
保健センター

27 水
生活習慣病予防健診
　　〃　　（結核・肺がんのみ）
年金相談

 7:00~ 9:30
10:30~10:45
10:30~15:00

元木生活改善センター
土谷川生活改善センター
総合センター

28 木

配食サービス
生活習慣病予防健診
心配ごと相談
いきいきスポーツ大学②

 7:00~ 9:30
 9:00~12:00
13:30~

五日市生活改善センター
保健センター
社会体育館

29 金

昭和の日
第９回くずまき高原牧場鯉のぼり
まつり（～５月８日）
レストハウス袖山高原オープン

くずまき高原牧場

30 土

❶ 日 サイレン点検日 正午

２ 月 生活習慣病予防健診
固定資産税(第１期)口座振替日

 7:00~ 9:30 旧小田小学校

❸ 火 憲法記念日

❹ 水 みどりの日
七滝まつり 下冬部地区

❺ 木 こどもの日
消防規律訓練大会・消防演習予習  8:30~ 葛巻小グラウンド

６ 金
生活習慣病予防健診
　　〃　　（結核・肺がんのみ）
なかよし広場

 7:00~ 9:30
10:30~10:45
 9:00~11:30

旧冬部小学校
名前端公民館
保健センター

７ 土

❽ 日 生活習慣病予防健診
町消防演習

 7:00~ 9:30
 7:30~

保健センター
葛巻小グラウンドほか

江刈 14-99-1（小苗代）  ☎ 68-2722

　古い布団が打ち直しでふんわり再生します。オゾン加工に
より、ダニやカビもさようなら !!　また、当店では打ち直し
綿で、こたつ布団、こたつ敷き、長座布団なども加工してい
ます。特殊サイズもできますので、何でもご相談ください。

花環のことなら花環のことなら 江刈花環センター江刈花環センター

木戸場呉服店木戸場呉服店布団 打ち直しセール

〒 028-5402 葛巻町葛巻 18-25-5（田子）
☎ 0195-66-2956　FAX 0195-66-2733

屋根ステンレス工事一式

葦 名 板 金
〔31〕平成28年４月１日・広報くずまき

広　　告

４月   卯
う

月
づき

   April

広報カレンダー 町のホームページアドレス  http://www.town.kuzumaki.iwate.jp
役場の各種手続きの方法やサービス、町のイベント情報、
広報くずまきなどをインターネットでご覧いただけます。

５月   皐
さ

月
つき

   May

広報くずまき・平成28年４月１日〔30〕

葛
巻
俳
句
会　

齋
藤
誠
子
さ
ん

ジョン・ロバートソン
（英語指導助手・42歳）

　I am now on holiday for a couple of weeks as 
the school year has ended. On Thursday March 
24th, I celebrated the third anniversary of when 
I arrived in Japan. I also signed a new contract 
for a fourth year teaching in Kuzumaki. When I 
think back to when I arrived in Kuzumaki in April 

2013, I really had no idea what was ahead. It is 
difficult to remember all the great experiences I 
have had here, from snow and autumn festivals 
to many school plays, tournaments or just 
classes. The students are the best.
　私は今、学年度が終わり２週間の休暇中です。３
月24日の木曜日に私は日本に来て３周年を迎えまし
た。私はまた、４年目も葛巻で教育をするために新
しい契約を結びました。2013年４月に葛巻に来た時
のことを思い返すと、私は本当にこの先何があるの
か分かりませんでした。ここで得た全ての素晴らし
い経験は（多すぎて）思い出すのが大変です。雪ま
つりや秋まつり、たくさんの学校行事、大会や授業
です。生徒たちは最高です。
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俳
句
俳
句
をを
楽楽
し
も
う

し
も
う

　

春
は
黄
色
の
花
か
ら
咲
き
は
じ
め
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
草
の

花
、
木
の
花
が
続
き
ま
す
。
今
月
は
、
紫
系
の
花
の
俳
句
を
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
「
す
み
れ
」
と
「
片
栗
」

で
す
。

《
菫す

み
れ》
花
菫
、
壺
す
み
れ
、
三さ

ん
し
き色
菫
、
パ
ン
ジ
ー

　

ス
ミ
レ
科
の
多
年
草
。
野
道
か
ら
低
山
地
に
か
け
て
、
日
当

た
り
の
よ
い
明
る
い
と
こ
ろ
に
生
え
る
。
花
は
濃
紫
色
で
目
立

ち
や
す
い
。

　

山
路
来
て
何
や
ら
ゆ
か
し
す
み
れ
草　
　
　
　

芭
蕉

　

菫
程
な
小
さ
き
人
に
生
ま
れ
た
し　
　
　
　
　

夏
目
漱
石

　

す
み
れ
踏
み
し
な
や
か
に
行
く
牛
の
足　
　
　

秋
元
不ふ

じ

お
死
男

《
片か

た
く
り栗
の
花
》
か
た
か
ご
の
花
、
堅か

た
か
ご

香
子
の
花

　

ユ
リ
科
の
多
年
草
。
山
の
傾
斜
面
な
ど
の
樹
林
に
多
く
自
生

す
る
。
片
栗
は
日
本
特
産
の
も
の
で
、古
く「
万
葉
集
」に
も「
堅

香
子
の
花
」
の
名
で
詠
ま
れ
て
い
る
。
上
質
な
片
栗
粉
は
こ
の

鱗り
ん
け
い茎
よ
り
取
っ
た
も
の
。

　

片
栗
の
一
つ
の
花
の
花
盛
り　
　
　
　
　
　
　

高
野
素す

じ
ゅ
う十

　

片
栗
や
自
づ
と
ひ
ら
く
空
の
青　
　
　
　
　
　

加
藤
知
世
子

　

堅
香
子
の
日
の
ゆ
る
ゆ
る
と
ほ
ぐ
れ
初
む　
　

吉
田
鴻こ
う
じ司

　
　
　
　
　

 （
参
考  

角
川
春
樹
編 

現
代
俳
句
歳
時
記
よ
り
）

　

い
ぬ
ふ
ぐ
り
、
は
こ
べ
な
ど
、
小
さ
く

て
群
れ
咲
く
花
は
、
春
を
告
げ
る
花
々
で

す
。

  今夏の参議院選挙へLet's 投票！

  転居された方は住民票を移しましょう　　　　　　　問町選挙管理員会事務局 ☎66-2111 内線215
　進学や就職などに伴い、実家を離れる方は、転居
先の市町村へ住民票を移す必要があります。上下水
道やごみ処理、道路・公園の整備など、住民生活に欠
かせないこれらの仕事は、住んでいる市町村が担っ
ているからです。
　今夏の参議院選挙は、選挙権年齢の引下げにより、
18歳、19歳の皆さんも投票できる見込みですが、選
挙権を行使するためにも、忘れずに住民票を移しま
しょう。
■投票できる場所は住民票のある市町村です
　選挙で投票できる場所は、原則として住民票のあ
る市町村です。新住所地で投票するためには、新住
所地に転入届をした日から参議院選挙の公示日（選

挙期日の少なくとも17日前）前日までに３カ月以上
住んでいる必要があります。
　しかし、今年の春に転居した場合、今夏の参議院
選挙に、新住所地で投票することができない可能性
があるので注意が必要です。
■今夏の参議院選挙、18～ 19歳の方の投票場所
　今回、公職選挙法が改正されたことによって、新
しく有権者となる18歳、19歳
の方が今年の春に転居しても、
旧住所地に３カ月以上住んで
いた場合、今夏の参議院選挙
は旧住所地で投票することが
できます。



広報くずまき・平成28年４月１日〔32〕

「
広
報
く
ず
ま
き
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

発
行
／
葛
巻
町
　
〒
028-5495　

岩
手
県
岩
手
郡
葛
巻
町
葛
巻
16-1-1

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
0195）

66-2111　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.tow
n.kuzum

aki.iw
ate.jp/　

E-m
ail:kuzum

aki@
tow
n.kuzum

aki.iw
ate.jp 

印
刷
／
㈱
白
ゆ
り

　

今
年
は
雪
も
少
な
く
、
暖
か
く
、
す

で
に
あ
ち
こ
ち
で
「
ば
っ
け
」
が
芽
を

出
し
、
葛
巻
も
す
っ
か
り
春
ら
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
、
町
中
心
部

で
は
例
年
よ
り
１
〜
２
週
間
早
い
、
４

月
20
日
頃
に
桜
が
開
花
し
ま
し
た
。
今

年
は
も
っ
と
早
い
開
花
が
見
ら
れ
そ
う

で
す
ね
！　

27
年
度
も
あ
っ
と
い
う
間

に
一
年
間
が
過
ぎ
去
り
、
新
年
度
を
迎

え
ま
し
た
。
広
報
担
当
４
年
目
に
突
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆

さ
ま
に
、
よ
り
親
し
ま
れ
る
紙
面
作
り

を
心
掛
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
愛
顧
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
森
）

　

今
月
号
で
広
報
担
当
を
離
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
２
年
間
と
い
う
短
い

間
で
し
た
が
、
取
材
で
は
た
く
さ
ん
の

方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
貴
重
な
経
験

を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
結
局
最

後
ま
で
写
真
技
術
は
上
達
し
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
い
つ
広
報
担
当
に
戻
っ
て
来

て
も
い
い
よ
う
に
、
写
真
撮
影
を
仕
事

か
ら
趣
味
に
し
て
引
き
続
き
勉
強
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

と
も
、
広
報
く
ず
ま
き
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
（
八
重
樫
）

　

葛
巻
町
の
皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
私
は

中
学
校
ま
で
の
15
年
間
を
葛
巻
で
過
ご
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
盛
岡
の
高
校
を
卒
業
し
、

今
の
会
社
に
就
職
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
葛
巻
を
離
れ
て
39
年
に
な
り
ま
す
が
、

ほ
ぼ
毎
年
、
お
盆
と
秋
ま
つ
り
の
時
期
に
は

帰
省
し
て
い
ま
す
。

　

茨
城
県
か
ら
７
〜
８
時
間
車
を
走
ら
せ
、

葛
巻
町
に
入
る
と
必
ず
道
の
駅
内
の
「
ほ
す

な
あ
る
」
に
寄
っ
て
、
み
そ
田
楽
餅
を
買
い

ま
す
。
田
楽
を
食
べ
な
が
ら
、
田
代
地
区
に

さ
し
か
か
る
と
、
懐
か
し
い
風
景
に
思
わ
ず

子
ど
も
の
頃
に
戻
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

帰
省
中
は
、
親
戚
の
家
に
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ず
っ
と
留
守
に
し
て
い
る
家
の
こ

と
や
、
茨
城
で
の
生
活
の
こ
と
な
ど
、
本
当

の
親
の
よ
う
に
心
配
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
親
戚
家
族
の
皆
さ
ん
に
、
い
つ
も
温
か

く
迎
え
て
も
ら
い
、
退
屈
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
普
段
は
あ
ま
り
お
酒
は
飲
ま
な
い

方
で
す
が
、
こ
の
時
ば
か
り
は
遅
く
ま
で
付

き
合
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　

私
の
住
ん
で
い
る
家
は
、
暖
房
に
薪
ス

ト
ー
ブ
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
薪
集
め
や
薪

棚
作
り
は
重
労
働
で
す
が
、
娘
に
手
伝
っ
て

も
ら
い
な
が
ら
、
結
構
楽
し
く
や
っ
て
い
ま

す
。
先
日
、
水
戸
市
に
あ
る
ス
ト
ー
ブ
店
の

店
長
さ
ん
に
「
薪
を
購
入
す
る
な
ら
岩
手
県

の
葛
巻
町
の
薪
が
良
い
よ
」
と
勧
め
ら
れ
ま

し
た
。「
そ
こ
は
私
の
生
ま
れ
故
郷
で
す
よ
」

と
伝
え
る
と
、
店
長
さ
ん
も
驚
い
て
い
ま
し

た
。こ
ん
な
所
で
も
、ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
推
進
し
て
い
る
葛
巻
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。

　

茨
城
県
で
も
、
葛
巻
町
の
ワ
イ
ン
や
乳
製

品
、
食
品
な
ど
は
大
変
評
判
が
良
く
、
帰
省

の
度
に
お
土
産
を
頼
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
ど
ん
ど
ん
葛
巻
町
の
良
い
と
こ
ろ
、
良

い
物
を
全
国
に
発
信
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

私
は
、
定
年
後
を
葛
巻
で
過
ご
そ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
同
級
生
と
酒
を
酌
み

交
わ
す
こ
と
が
、
今
の
私
の
夢
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
町
の
発
展
と
、
皆
さ
ま
の
ご
健
康
を

お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

～２月21日から３月20日届け出分～
※広報やくずまきテレビに載せたくない場合
は、届け出のときに係にお話ください。

大上　幸悦 (82　城内小路) 幸　宏
延足　ノイ (99　栗　山) 　修
千葉　ミヅ (91　触　沢) 　功
抱石　繁雄 (65　田　代) タ　ミ
三澤　ヤノ (97　車　門) 利　一
下屋敷利美 (73  浦子内) 亮　洋
中山　タニ (82　元　木) 文　夫
八敷　政雄 (88　下冬部) 克　己
田野　石藏 (82　馬　場) 　広
服部　民雄 (78　城内小路) 俊　之

〔世帯主〕

やすらかにやすらかに
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人口　　住民基本台帳    28.3.1現在
（前月比）

男 3,223人　 ( －６人 )
女 3,421人　 ( －８人 )
計 6,644人　 ( －14人 )

世帯数 2,805世帯 (－６世帯)
交通 　　　　　　　　　　　２月

（累計・昨年累計比）
人身事故 ０件 (　１件・－１ )
死　　者 ０人 (  ０人・±０ )
傷　　者 ０人 (　２人・±０ )
物損事故 10件 (　23件・＋５ )
火災・救急 　　　　　　  　２月

（累計・昨年累計比）
火　　災 ０件 (  ０件・±０ )
救　　急 22件 (  50件・＋17 )

まちの動きまちの動き
葛巻町出身の皆さん、メッセージをお寄せください!
原稿送付先は、総務企画課（メールアドレス：kuzumaki@town.kuzumaki.iwate.jp）まで。

広
報
室
か
ら

誕生おめでとう誕生おめでとう

 山形　実さん（53）
 ●新町出身
 ●茨城県北茨城市在住
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83

末永くお幸せに末永くお幸せに
〔世帯主〕

⎛
⎝
上柳　　勇 山　岸 　勇
田村真由美 寺　田 立花優子

⎛
⎝
四垂　賢悟 橋　場 武　美
梨子下瀬奈 新　町 𠮷　男

⎛
⎝
近藤　雄介 田　子 兵市郎
佐々木萌里 田　子 兵市郎

会社の競歩大会にて

東
舘 

金
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介
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ん

３
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・
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保
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・
舞

薪棚作りを手伝う長女


